
奈
良
時
代
の
鬼
面
文
鬼
瓦

一
1
瓦
葺
技
術
か
ら
み
た
平
城
宮
式
鬼
瓦
・
南
都
七
大
寺
式
鬼
瓦
の
変
遷
i

岩

戸

晶

子

門
要
約
】
　
現
在
ま
で
の
瓦
研
究
は
軒
瓦
を
対
象
と
す
る
こ
と
が
多
く
、
瓦
当
文
様
や
製
作
技
法
の
分
析
が
主
流
を
占
め
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
「
屋
根
に

葺
く
」
と
い
う
瓦
本
来
の
用
途
を
意
識
し
た
研
究
は
少
な
く
、
棟
や
妻
な
ど
屋
根
の
細
部
に
お
い
て
瓦
葺
技
術
と
深
く
関
わ
る
道
具
瓦
の
研
究
は
ほ
と
ん

ど
な
い
。
特
に
鬼
瓦
は
棟
と
の
関
係
の
深
さ
か
ら
、
瓦
葺
技
術
の
水
準
が
表
れ
や
す
い
。
本
稿
で
は
、
奈
良
時
代
に
平
城
筥
と
そ
の
周
辺
寺
院
で
使
用
さ

れ
た
平
城
宮
式
鬼
瓦
と
南
都
七
大
寺
式
鬼
瓦
を
取
り
上
げ
、
鬼
瓦
を
固
定
す
る
際
に
重
要
な
挟
り
の
形
態
と
、
鬼
瓦
の
大
き
さ
と
が
、
棟
の
種
類
や
規
模

に
対
応
し
て
い
る
と
い
う
視
点
で
検
討
し
、
変
遷
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
当
時
の
屋
根
構
造
や
瓦
葺
技
術
に
つ
い
て
考
察
し
、
鬼

瓦
の
形
態
と
製
作
技
術
が
、
造
営
組
織
の
拡
充
を
背
景
と
し
な
が
ら
奈
良
時
代
を
通
じ
て
段
階
的
に
改
良
し
続
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
と
り
わ
け
、
範
で

製
作
す
る
と
い
う
制
約
の
あ
る
鬼
瓦
を
異
な
る
棟
の
種
類
や
規
模
に
合
わ
せ
て
据
え
る
こ
と
が
志
向
さ
れ
て
い
た
状
況
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
八
四
巻
三
号
　
二
〇
〇
一
年
五
月

奈良隠代の鬼面文鬼瓦（岩戸）

は
　
じ
　
め
　
に

瓦
華
屋
根
は
、
仏
教
寺
院
建
築
の
一
部
と
し
て
日
本
へ
も
た
ら
さ
れ
た
。
飛
鳥
寺
の
造
営
が
そ
の
二
心
で
あ
る
。
瓦
葺
屋
根
を
仕
上
げ
る
に

は
、
瓦
生
産
の
た
め
の
「
造
瓦
技
術
」
と
屋
根
仕
様
の
た
め
の
「
瓦
葺
技
術
」
と
い
う
二
つ
の
技
術
の
情
報
が
と
も
に
不
可
欠
で
あ
る
。
「
瓦

葺
技
術
」
が
、
「
塁
壁
技
術
」
や
そ
の
ほ
か
の
建
築
技
術
と
同
様
に
、
寺
院
造
営
に
必
要
な
技
術
体
系
の
一
つ
と
し
て
受
容
さ
れ
た
も
の
で
あ
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第2図　鬼瓦の各部名称

る
こ
と
は
強
調
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
飛
鳥
・
白
鳳
時
代
と
奈
良
時
代
の
宮
殿
や
寺
院
、
あ
る
い
は
大
宰
府
や
多
賀
城
を
含
む
官
衙
遺

跡
な
ど
か
ら
出
土
す
る
多
量
の
瓦
に
つ
い
て
の
分
析
は
、
時
期
の
考
古
学
的
研
究
の
中
で
大
き
な

比
重
を
占
め
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
瓦
研
究
は
年
代
論
や
造
瓦
技
術
論
が
主
流
を
占
め
、

軒
瓦
の
瓦
当
文
様
や
製
作
技
法
の
検
討
が
中
心
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
「
屋
根
に
葺
く
」
と

い
う
瓦
本
来
の
用
途
を
意
識
し
た
研
究
は
非
常
に
少
な
く
、
ご
く
稀
に
、
現
代
の
造
瓦
も
し
く
は

本
瓦
葺
に
従
事
す
る
職
人
や
建
築
史
の
研
究
者
が
そ
う
し
た
視
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
て
い

る
に
過
ぎ
な
い
。
本
稿
で
は
、
考
古
学
的
見
地
か
ら
「
屋
根
に
葺
く
」
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
お

い
て
、
瓦
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
い
瓦
研
究
の
方
向
性
を
探
り
た
い
。

　
屋
根
は
丸
瓦
・
平
瓦
と
軒
瓦
を
葺
く
「
地
」
と
、
二
つ
の
屋
根
面
が
交
わ
る
「
棟
」
と
か
ら
な

る
。
棟
に
は
、
①
屋
根
の
頂
上
に
水
平
に
横
た
わ
る
大
棟
、
②
屋
根
の
四
隅
に
あ
る
隅
棟
、
③
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

棟
か
ら
発
し
隅
棟
基
部
を
経
て
、
屋
根
の
斜
面
に
沿
っ
て
伸
び
る
降
棟
の
三
種
類
が
あ
る
（
第
－

図
）
。
道
具
瓦
に
は
鬼
瓦
・
鵬
尾
・
慶
賀
瓦
・
面
戸
瓦
・
雁
振
瓦
な
ど
様
々
あ
る
が
、
い
ず
れ
も

棟
に
関
わ
る
部
分
に
用
い
る
。
屋
根
面
が
交
わ
る
棟
は
平
瓦
・
丸
瓦
で
は
覆
う
こ
と
が
で
き
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
で
、
雨
水
の
浸
入
を
防
ぐ
た
め
に
疑
平
瓦
を
数
段
積
み
上
げ
、
さ
ら
に
頂
部
に
起
振
瓦
を
置
い

て
塞
ぐ
。
棟
の
瓦
積
み
は
、
雨
仕
舞
や
地
と
の
収
ま
り
な
ど
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

複
雑
な
構
造
を
と
る
。
そ
の
た
め
、
地
よ
り
も
構
築
作
業
（
以
下
、
下
積
み
と
呼
ぶ
）
に
高
度
な
技

術
を
要
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
棟
に
は
瓦
葺
技
術
の
水
準
が
反
映
さ
れ
や
す
い
と
い
え
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
現
存
し
な
い
建
物
の
棟
の
構
造
や
棟
積
み
の
方
法
を
考
古
学
的
に
直
接
知
る
こ
と
は
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④

不
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
雨
仕
舞
の
た
め
に
翼
端
を
塞
ぐ
鬼
瓦
に
は
そ
の
棟
と
の
関
係
の
深
さ
ゆ
え
に
瓦
葺
技
術
の
水
準
が
反
映
さ
れ
て
い

る
と
考
え
、
本
稿
で
は
道
具
瓦
の
中
で
も
鬼
瓦
を
検
討
の
対
象
と
す
る
。
特
に
奈
良
時
代
の
鬼
面
文
鬼
瓦
の
う
ち
、
畿
内
中
枢
で
創
出
・
使
用

さ
れ
た
平
城
宮
式
鬼
瓦
と
南
都
七
大
寺
式
鬼
瓦
を
取
り
上
げ
、
「
異
な
る
屋
根
構
造
や
棟
に
安
定
し
て
固
定
す
る
に
は
ど
う
す
る
か
」
、
「
異
な

る
大
き
さ
の
管
笛
を
ど
う
塞
ぐ
か
」
と
い
う
技
術
的
視
点
か
ら
検
討
す
る
。
な
お
、
鬼
瓦
の
各
部
名
称
に
つ
い
て
は
第
2
図
を
参
照
さ
れ
た
い
。

①
六
世
紀
末
か
ら
七
世
紀
前
半
を
飛
鳥
時
代
、
七
世
紀
後
半
を
白
鳳
時
代
、
八
世

　
紀
を
奈
良
時
代
と
す
る
。
奈
良
時
代
に
つ
い
て
は
、
八
世
紀
前
葉
を
奈
良
時
代
前

　
期
、
八
琶
紀
中
葉
を
奈
良
時
代
中
頃
、
八
世
紀
後
葉
を
奈
良
蒔
代
後
期
と
す
る
。

②
降
棟
は
二
つ
の
屋
根
面
の
交
わ
る
部
分
に
あ
た
ら
な
い
よ
う
に
み
え
る
が
、
野

　
地
が
な
い
平
安
時
代
以
前
の
屋
根
で
は
鰻
羽
と
地
と
い
う
二
つ
の
屋
根
面
の
境
界

　
に
あ
た
る
。

③
古
代
に
お
い
て
は
丸
瓦
が
雁
振
瓦
と
し
て
利
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、

　
こ
こ
で
は
地
に
葺
か
れ
る
丸
瓦
と
区
別
す
る
た
め
に
「
雁
振
瓦
」
の
語
を
使
用
す

　
る
。

④
棟
端
を
塞
ぐ
と
い
う
鬼
瓦
の
役
罰
を
重
視
す
れ
ば
、
本
来
鬼
瓦
は
「
棟
端
飾

　
瓦
」
も
し
く
は
「
瓦
製
煉
葛
飾
板
」
と
呼
ぶ
の
が
適
当
で
あ
る
こ
と
は
井
内
功
氏

　
に
よ
っ
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
〔
井
内
　
九
六
九
〕
。
し
か
し
、
蓬
華
文
を
持
つ

　
飛
鳥
・
白
鳳
時
代
の
門
棟
端
飾
瓦
」
に
対
し
て
の
「
蓮
華
文
鬼
瓦
」
、
寺
院
建
築

　
以
外
で
は
鬼
の
文
様
が
爾
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
現
在
の
門
棟
端
飾
罫
扁
に
対
し
て

　
も
「
雲
形
鬼
」
な
ど
の
名
称
が
定
着
し
て
い
る
の
で
、
「
鬼
瓦
」
の
名
称
を
使
用

　
す
る
こ
と
に
す
る
。

奈良時代の鬼面文鬼瓦（石ノコ）

第
【
章
　
研
　
　
究

史

　
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
古
代
鬼
瓦
の
研
究
の
視
点
は
四
つ
に
大
別
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
①
鬼
瓦
の
集
成
、
②
図
像
に
関
す
る
検
討
、
③

製
作
技
術
に
関
す
る
検
討
、
④
鬼
瓦
の
固
定
な
ど
実
用
的
要
素
に
関
す
る
検
討
で
あ
る
。

鬼
瓦
の
集
成
　
　
『
天
平
地
實
』
〔
帝
室
博
物
館
一
九
三
七
〕
以
降
、
現
在
ま
で
古
代
の
鬼
瓦
を
集
成
し
、
図
像
を
主
な
指
標
に
し
て
分
類
・
概
観

す
る
作
業
は
度
々
行
わ
れ
て
い
る
〔
稲
垣
編
一
九
七
一
・
一
九
九
〇
、
山
本
一
九
九
八
〕
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

図
像
に
関
す
る
検
討
　
　
小
杉
一
雄
氏
・
近
江
昌
司
氏
は
鬼
神
の
全
身
が
表
さ
れ
る
鬼
瓦
を
取
り
上
げ
た
。
小
杉
氏
は
そ
の
図
像
の
起
源
を
中

国
・
六
朝
時
代
の
神
像
に
求
め
た
〔
小
杉
一
九
三
八
〕
。
一
方
、
近
江
氏
は
そ
の
起
源
を
申
国
・
南
北
朝
時
代
や
朝
鮮
・
三
国
時
代
に
求
め
、
こ

の
意
匠
が
日
本
で
は
平
城
宮
造
夏
時
に
創
出
さ
れ
た
と
考
え
た
〔
近
江
一
九
六
四
〕
。
ま
た
、
近
江
氏
は
伯
書
・
駄
経
寺
廃
寺
出
土
の
手
足
を
表
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表1　平城宮式鬼瓦と南都七大寺式鬼瓦の編年観

隣期 平城宮式 南都七大寺式

1期 708～721年 1式A・BI・B2 一

H期 721～745年 1式A1・A2・B三・B2、　IV式A・B 一

皿式A・B、V式A・B

皿期 745～757年

B式、IV式A・B｝・B2

IV期 757～770年 W式A・B 皿式・V式A・B

す
鬼
面
文
鬼
瓦
を
挙
げ
、
統
一
新
羅
の
鬼
瓦
と
の
類
似
を
示
し
、
そ
の
祖
形
を
階
・
唐
時
代
の
一
同
獣
に

求
め
た
〔
近
江
一
九
六
七
〕
。
井
内
潔
氏
は
鬼
瓦
の
出
現
経
緯
を
中
国
の
明
器
か
ら
考
察
し
、
朝
鮮
・
日
本

の
蓮
華
文
鬼
瓦
を
概
観
し
た
〔
井
内
一
九
七
〇
〕
。
山
本
忠
尚
氏
は
鬼
瓦
の
珠
文
や
鬼
面
文
鬼
瓦
の
舌
を
出

す
意
匠
に
つ
い
て
起
源
を
考
察
し
て
い
る
〔
山
本
一
九
七
九
二
九
九
五
〕
。

　
鬼
面
の
文
様
を
総
合
的
に
検
討
し
た
井
内
古
文
化
研
究
室
編
に
な
る
『
鬼
面
紋
瓦
の
研
究
』
で
は
、
中

国
・
朝
鮮
・
日
本
の
鬼
面
文
や
、
朝
鮮
の
鬼
面
文
鬼
瓦
〔
井
内
一
九
六
八
〕
・
日
本
の
鬼
面
文
鬼
瓦
〔
石
田

～
九
六
八
〕
が
論
及
の
対
象
と
な
っ
た
。
特
に
、
石
田
茂
作
氏
は
鬼
面
文
鬼
瓦
を
分
類
し
、
「
七
大
寺
式
」

「
大
宰
府
式
」
な
ど
の
分
類
は
後
述
す
る
毛
利
光
分
類
の
素
地
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
鬼
瓦
初
現
期
に
あ

た
る
飛
鳥
時
代
の
蓮
華
文
鬼
瓦
は
方
形
、
自
鳳
時
代
の
蓮
華
文
鬼
瓦
は
方
形
で
は
あ
る
が
上
辺
が
緩
く
弧

を
描
く
角
形
に
、
奈
良
時
代
の
鬼
面
文
鬼
瓦
で
は
ア
ー
チ
形
を
と
る
と
い
う
、
外
形
の
変
遷
を
示
し
た
。

　
毛
利
光
俊
彦
氏
は
、
古
代
の
鬼
面
文
鬼
瓦
の
な
か
で
も
畿
内
中
枢
と
大
宰
府
で
創
出
・
使
用
さ
れ
た
鬼

瓦
を
取
り
上
げ
、
「
平
城
宮
式
」
「
南
都
七
大
寺
式
」
「
大
宰
府
式
」
に
大
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
図
像
に
よ

っ
て
細
分
し
て
型
式
設
定
す
る
と
と
も
に
、
共
伴
遺
物
や
窯
出
土
資
料
、
文
献
か
ら
得
た
造
営
年
代
な
ど

を
基
に
編
年
し
た
〔
毛
利
光
一
九
八
○
〕
。
毛
利
光
氏
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
奈
良
時
代
前
期
に
律
令
体
制
の
根

本
を
支
え
る
平
城
宮
や
大
宰
府
の
造
営
に
伴
う
平
城
宮
式
・
大
宰
府
式
の
鬼
面
文
鬼
瓦
の
創
出
を
契
機
と

し
て
、
鬼
面
文
鬼
瓦
が
畿
内
及
び
そ
の
周
辺
と
九
州
全
域
に
広
ま
っ
た
。
奈
良
時
代
中
頃
に
、
平
城
京
内

を
中
心
と
し
た
態
々
で
南
都
七
大
寺
式
鬼
瓦
の
製
作
が
始
ま
り
、
奈
良
時
代
後
期
に
は
寺
院
独
自
の
鬼
瓦

と
し
て
定
着
・
普
及
し
て
い
っ
た
と
い
う
。
毛
利
光
論
文
は
、
奈
良
時
代
の
律
令
体
制
の
中
枢
や
大
寺
院

で
創
出
、
使
用
さ
れ
た
鬼
面
文
鬼
瓦
に
つ
い
て
の
年
代
論
を
展
開
し
、
細
分
と
系
統
を
論
じ
た
研
究
と
し
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奈良時代の鬼面文鬼瓦（岩戸）

て
重
要
で
あ
り
、
現
在
も
鬼
瓦
研
究
の
基
本
文
献
で
あ
る
。
た
だ
し
、
大
安
寺
で
使
用
さ
れ
た
南
都
七
大
寺
式
鬼
瓦
に
つ
い
て
は
、
中
井
公
是

が
毛
利
光
氏
の
分
類
を
補
足
す
る
と
と
も
に
編
年
の
～
部
を
変
更
し
て
い
る
〔
中
井
～
九
九
七
〕
。
本
稿
で
も
分
類
と
編
年
に
つ
い
て
は
基
本
的

に
両
氏
の
成
果
に
従
う
（
表
－
）
。
た
だ
し
、
両
氏
の
編
年
は
現
在
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
鬼
瓦
の
編
年
は
軒
瓦
の
編
年
と
は
異
な

り
、
年
代
論
に
は
利
用
し
難
い
点
を
意
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
し
た
い
。

製
作
技
術
に
関
す
る
検
討
　
　
石
松
好
雄
氏
は
白
鳳
時
代
の
蓮
華
文
鬼
瓦
の
中
に
、
箔
を
彫
り
直
し
て
文
様
部
を
改
変
し
た
も
の
が
あ
る
こ
と
を

述
べ
た
〔
石
松
一
九
九
四
〕
。
藪
中
五
百
樹
氏
は
鬼
瓦
の
箔
が
枷
型
と
合
わ
せ
型
か
ら
な
る
こ
と
を
指
摘
し
た
〔
藪
中
一
九
九
七
〕
。

実
用
的
要
棄
に
関
す
る
検
討
　
　
関
根
龍
雄
氏
は
表
二
品
を
中
心
に
古
代
の
鬼
瓦
を
集
成
し
、
固
定
方
法
を
分
類
し
て
い
る
〔
関
根
一
九
三
九
〕
。

特
に
、
鬼
瓦
硬
究
の
開
始
段
階
で
、
固
定
方
法
と
い
う
鬼
瓦
を
屋
根
に
据
え
る
際
の
実
用
的
要
素
に
着
目
し
た
点
は
先
駆
的
で
あ
っ
た
。
木
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

捷
三
郎
氏
は
、
飛
鳥
・
白
鳳
時
代
の
下
端
に
三
つ
の
挟
り
を
持
つ
蓮
華
文
鬼
瓦
の
据
え
方
を

検
討
し
、
隅
棟
へ
の
使
用
を
復
原
し
た
（
第
3
図
）
。
そ
し
て
、
下
端
に
～
つ
の
挟
り
を
持
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
束
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
際

鬼
瓦
が
奈
良
時
代
に
初
め
て
出
現
す
る
こ
と
を
も
っ
て
、
該
期
に
大
棟
へ
の
鬼
瓦
の
使
用
が

始
ま
っ
た
こ
と
を
示
す
と
指
摘
し
た
。
井
内
功
氏
は
、
固
定
方
法
を
指
標
と
し
て
鬼
瓦
を
分

類
・
編
年
し
、
朝
鮮
に
お
け
る
固
定
方
法
の
時
期
的
変
遷
が
日
本
と
は
異
な
る
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
〔
井
内
一
九
六
九
〕
。
ま
た
、
前
田
清
彦
氏
は
東
海
地
方
の
鬼
瓦
を
集
成
し
、
文
様

だ
け
で
な
く
、
外
形
・
製
作
技
法
・
固
定
装
置
も
含
め
た
比
較
検
討
を
行
い
、
地
方
の
鬼
瓦

型
式
の
成
立
と
展
開
に
迫
る
試
み
を
行
っ
て
い
る
〔
前
田
δ
○
○
〕
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
鬼
瓦
研
究
は
軒
瓦
研
究
に
比
べ
る
と
試
み
が
少
な
く
、
ま
た
文
様
を
対

象
と
す
る
も
の
が
主
流
を
占
め
、
そ
の
起
源
を
追
究
し
た
り
、
分
類
や
編
年
を
行
っ
た
り
と

い
っ
た
作
業
が
専
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
①
建
物
～
棟
あ
た
り
の
使
用
数
が

　　

@　

評　
　
　
　
　
　
　
所

　　

@　
@　
@蜘

第3図　隅鬼の据え位置と訣りの形態の関係模式図
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少
な
い
た
め
に
出
土
数
が
限
ら
れ
、
技
法
の
共
通
性
を
追
う
こ
と
が
難
し
い
、
②
一
個
体
が
大
き
い
た
め
、
破
片
資
料
の
同
箔
関
係
の
確
認
が

難
し
い
、
と
い
っ
た
理
由
か
ら
、
軒
瓦
で
使
わ
れ
る
研
究
手
法
を
利
用
し
難
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
鬼
瓦
観
究
に
は
軒
瓦
と
は
異

な
る
道
具
瓦
ゆ
え
の
新
し
い
視
点
で
の
研
究
が
求
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
対
象
と
し
て
、
瓦
葺
技
術
に
関
わ
る
実
用
的
な
要
素
が
挙
げ
ら
れ
る
だ

ろ
う
。
こ
れ
ま
で
屋
根
に
葺
く
際
に
問
題
と
な
る
固
定
方
法
な
ど
の
実
用
的
要
素
を
対
象
と
し
た
技
術
史
論
的
な
検
討
が
個
別
の
鬼
瓦
に
つ
い

て
行
わ
れ
た
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
総
体
的
に
検
討
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
鬼
瓦
の
妄
り
が
「
ど
の
よ
う
に
据
え
て
棟
を
塞
ぐ
か
」
、
鬼

瓦
の
大
き
さ
の
調
節
方
法
が
「
棟
を
塞
ぐ
の
に
適
し
た
大
き
さ
の
鬼
瓦
を
製
作
す
る
に
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
」
と
い
う
工
人
の
意
識
を
そ

れ
ぞ
れ
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
全
く
認
識
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
工
人
の
意
識
を
反
映
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
、
様
々
な
種
類
・
規
模
の
棟
に
据
え
る
た
め
に
必
要
な
技
術
・
仕
様
に
着
目
し
、
平
城
宮
式
と
南
都
七
大
寺
式
と
い
う
二

群
の
鬼
瓦
の
中
で
ど
の
よ
う
な
変
遷
が
み
ら
れ
る
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
①
鬼
神
の
全
身
が
表
さ
れ
る
平
城
宮
－
式
（
後
述
）
は
「
鬼
身
文
」
の
ほ
か
、
　
　
か
に
含
む
こ
と
と
す
る
。

　
　
「
獣
身
文
」
門
鬼
神
文
扁
な
ど
様
々
な
呼
称
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
鬼
面
文
の
な
　
　
　
②
木
村
氏
は
「
倒
り
込
み
」
と
い
う
語
を
使
用
し
て
い
る
。
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第
二
章
分
類
の
視
点

1

挟
り
の
形
態
の
分
類
と
そ
の
成
形
方
法

　
古
代
の
鬼
瓦
の
固
定
方
法
は
、
こ
れ
ま
で
主
に
鬼
瓦
に
設
け
ら
れ
た
釘
孔
や
把
手
な
ど
の
固
定
装
置
の
有
無
や
種
類
を
主
眼
に
し
て
検
討
さ

れ
て
き
た
〔
関
根
｝
九
三
九
、
井
内
一
九
六
九
〕
。
平
城
宮
式
鬼
瓦
で
は
釘
孔
が
、
南
都
七
大
寺
式
鬼
瓦
で
は
裏
面
に
把
手
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
〔
毛
利
光
一
九
八
○
〕
。
ま
た
、
ど
の
鬼
瓦
も
上
部
か
ら
田
彦
瓦
で
押
さ
え
て
固
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
こ

れ
ま
で
積
極
的
に
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
挟
り
と
い
う
固
定
装
置
に
着
際
し
、
そ
の
形
態
や
製
作
技
法
を
検
討
す
る
。



　
日
本
の
鬼
瓦
に
は
下
辺
に
半
円
形
も
し
く
は
半
楕
円
形
の
挟
り
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
棟
鬼
・
隅
鬼
の
場
合
に
は
煙
り
に
丸
瓦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

を
は
め
込
ん
で
固
定
す
る
。
つ
ま
り
、
懸
り
は
鬼
瓦
の
固
定
に
直
接
関
わ
る
要
素
で
あ
る
。
朝
鮮
で
は
統
一
新
羅
時
代
以
降
、
日
本
で
も
中
世

以
降
は
挟
り
を
持
だ
ず
に
下
辺
が
直
線
を
な
す
鬼
瓦
が
存
在
す
る
⑫
古
代
の
鬼
瓦
は
少
数
の
例
恥
を
除
き
・
ほ
ぼ
す
べ
て
掛
り
を
持
つ
・

　
古
代
の
挟
り
の
形
態
は
半
円
形
・
縦
長
半
円
形
・
横
長
半
円
形
の
三
種
類
に
分
類
で
き
る
（
第
4
図
）
。
以
下
、
形
態
上
の
特
徴
を
述
べ
る
。

　
半
　
円
　
形
”
挟
り
の
形
が
半
円
形
を
な
す
。
挟
り
の
高
さ
と
幅
の
比
は
一
”
二
前
後
で
あ
る
。

　
縦
長
半
円
形
”
挟
り
の
形
が
半
楕
円
形
を
な
す
。
扶
り
の
高
さ
と
幅
の
比
は
～
一
一
か
ら
一
”
一
・
五
前
後
で
あ
る
。

　
横
長
半
円
形
一
挟
り
の
形
が
半
円
形
を
裾
広
が
り
に
し
た
山
形
を
な
す
。
挟
り
の
高
さ
と
幅
の
比
は
一
一
二
・
五
か
ら
～
”
三
以
上
で
あ
る
。

　
畿
内
に
お
け
る
古
代
の
鬼
瓦
は
ほ
と
ん
ど
が
箔
型
で
成
形
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
挟
り
の
部
分
だ
け
は
箔
で
「
型
抜
き
」
す
る
の
で
は
な
く
、

焼
成
前
で
「
切
り
取
り
」
で
成
形
す
る
も
の
と
、
「
切
り
取
り
」
に
よ
る
挟
り
に
焼
成
後
「
打
ち
欠
き
」
を
加
え
る
も
の

奈良時代の鬼面文鬼瓦（岩戸）

　
　
　
④

と
が
あ
る
。
飛
鳥
・
白
鳳
時
代
に
は
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
で
切
り
取
っ
て
い
た
が
、
奈
良
時
代
に
平
城
宮
式
鬼
瓦
が
創
出
さ
れ

る
と
、
切
り
取
る
部
分
に
あ
ら
か
じ
め
箔
に
よ
っ
て
段
差
な
ど
の
目
印
を
付
け
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
目
印
を
「
謝
り
の

規
定
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　
半
円
形
の
挟
り
は
、
半
円
形
の
規
定
部
分
の
粘
土
を
切
り
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
（
第
5
図
左
上
）
。
半
円
形
は

埋
り
の
基
本
的
形
態
で
あ
る
。
縦
長
半
円
形
の
造
り
は
、
①
文
様
外
で
あ
る
脚
部
下
端
の
無
文
部
分
を
切
り
残
す
、
②
挟

り
の
規
定
を
初
め
か
ら
縦
長
半
円
形
に
設
計
し
、
そ
れ
に
従
っ
て
切
り
取
る
、
と
い
う
二
方
法
で
作
ら
れ
る
（
第
5
図
右

上
・
左
中
）
。
横
長
半
円
形
の
挙
り
は
、
①
半
円
形
の
扶
り
を
持
つ
鬼
瓦
を
焼
成
し
た
後
で
脚
部
の
下
端
の
角
を
打
ち
欠
く
、

②
挟
り
部
分
を
焼
成
前
に
末
広
が
り
に
切
り
取
る
と
い
っ
た
二
方
法
で
作
ら
れ
（
第
5
図
郭
）
、
初
め
か
ら
横
長
に
規
定
し

て
い
る
例
は
確
認
で
き
な
い
。

zCIIIIII）

半円形

　　第4図

iCiiil）

縦長半円形 横長半円形

挟りの形態の分類模式図
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2

挟
り
の
規
定
方
法
の
分
類

　
鬼
瓦
の
箔
置
に
つ
い
て
は
、
構
造
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
あ
ら
か
じ
め
箔
で
盛
り
を
規
定
し
て
い
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た

が
、
こ
の
箔
に
そ
の
よ
う
な
細
工
が
あ
る
こ
と
は
、
挟
り
部
分
を
切
り
落
と
す
際
に
切
り
残
さ
れ
た
部
分
の
凹
凸
か
ら
推
定
で
き
る
。
箔
の
凹

凸
と
製
品
に
表
れ
る
凹
凸
と
は
当
然
逆
に
な
る
が
、
以
下
、
製
品
に
つ
い
て
述
べ
る
際
に
混
乱
を
き
た
さ
な
い
よ
う
、
分
類
呼
称
は
「
箔
そ
の

も
の
の
様
相
」
で
は
な
く
、
「
筑
の
構
造
が
鬼
瓦
に
ど
う
表
れ
て
い
る
か
」
を
基
準
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
分
類
す
る
（
第
6
図
）
。

　
凹
　
型
“
箔
に
お
い
て
挟
り
部
分
を
彫
り
残
し
て
一
段
高
く
し
た
も
の
、
す
な
わ
ち
鬼
瓦
に
お
い
て
切
り
取
る
べ
き
挟
り
部
分
が
一
段
低
く

　
　
　
　
　
な
る
も
の
。

　
凸
型
A
”
箔
に
お
い
て
挟
り
部
分
を
彫
り
窪
め
て
一
段
低
く
し
た
も
の
、
す
な
わ
ち
鬼
瓦
に
お
い
て
切
り
取
る
べ
き
得
り
部
分
が
段
状
に
高

　
　
　
　
　
く
な
る
も
の
。

　
凸
型
B
”
箔
に
お
い
て
文
様
の
部
分
と
切
り
取
る
べ
き
翻
り
部
分
の
境
を
わ
ず
か
に
彫
り
窪
め
る
も
の
、
す
な
わ
ち
鬼
瓦
に
お
い
て
文
様
と

　
　
　
　
　
扶
り
部
分
と
の
境
界
を
わ
ず
か
に
盛
り
上
げ
る
こ
と
で
下
り
部
分
を
区
画
す
る
も
の
。
文
様
部
分
と
扶
り
部
分
の
境
界
が
高
く
な

　
　
　
　
　
る
た
め
、
凸
線
で
区
画
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
場
合
も
あ
る
。

3
　
大
き
さ
の
調
節

　
鬼
瓦
に
は
棟
端
を
塞
ぐ
と
い
う
機
能
が
基
本
で
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
。
そ
し
て
、
古
代
の
鬼
瓦
が
箔
作
り
に
よ
る
「
規
格
品
」
で
あ
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

と
も
既
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
実
際
に
は
建
物
の
規
模
や
棟
の
種
類
に
よ
っ
て
、
棟
の
大
き
さ
は
様
々
で
あ
り
、
棟
端
の

大
き
さ
も
様
々
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
鬼
瓦
を
観
察
す
る
と
、
異
な
る
大
き
さ
の
棟
端
に
対
応
す
る
た
め
に
瓦
工
が
試
み
た
様
々
な
工
夫
の
痕

が
み
て
取
れ
る
。
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奈良時代の鬼面文鬼瓦（岩戸）
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そ
の
方
法
は
二
つ
に
大
別
で
き
る
。
一
つ
は
同
じ
文
様
で
異
な
る
大
き
さ
の
鬼
瓦
の
箔
を
複
数

準
備
す
る
方
法
、
も
う
　
つ
は
同
じ
箔
で
型
抜
き
し
た
鬼
瓦
の
大
き
さ
を
焼
成
前
に
調
節
す
る
方

法
で
あ
る
。
後
者
は
さ
ら
に
二
種
類
に
細
分
で
き
る
。
文
様
外
の
部
分
を
「
切
り
残
し
」
て
、
よ

り
大
き
な
蝋
引
を
塞
ぐ
の
に
適
し
た
鬼
瓦
を
製
作
す
る
方
法
（
以
下
、
こ
れ
を
「
延
長
」
と
略
称
す

る
）
（
第
7
図
右
）
、
脚
部
を
短
く
「
切
り
落
と
し
」
た
り
、
下
り
を
規
定
よ
り
も
上
方
ま
で
切
り

取
っ
た
り
し
て
よ
り
小
さ
な
三
遷
を
塞
ぐ
の
に
適
し
た
鬼
瓦
を
製
作
す
る
方
法
（
以
下
、
こ
れ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

「
短
縮
扁
と
略
称
す
る
）
で
あ
る
（
第
7
図
左
）
。
ま
た
、
本
体
長
を
延
長
・
短
縮
す
る
場
合
と
脚
部

長
を
延
長
・
短
縮
す
る
場
合
と
が
あ
る
。

　
こ
う
し
た
技
術
は
飛
鳥
・
自
鳳
時
代
の
蓮
華
文
鬼
瓦
に
は
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
あ
ら
か
じ
め

意
図
し
た
大
き
さ
の
棟
端
に
合
わ
せ
て
製
作
す
る
中
世
以
降
の
手
つ
く
ね
の
鬼
瓦
で
は
不
要
な
技

術
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
延
長
・
短
縮
と
い
う
技
術
は
、
箔
で
鬼
瓦
を
製
作
す
る
古
代
、
特
に
奈

良
時
代
の
鬼
瓦
に
特
徴
的
な
技
術
と
捉
え
ら
れ
る
。

　
以
上
に
述
べ
た
、
鬼
瓦
の
挟
り
の
形
態
・
規
定
方
法
及
び
大
き
さ
の
調
節
方
法
、
す
な
わ
ち
鬼

瓦
を
据
え
る
際
に
必
要
な
諸
々
の
技
術
を
先
学
に
よ
る
編
年
と
重
ね
あ
わ
せ
、
技
術
の
変
遷
を
明

ら
か
と
す
る
。
以
下
、
平
城
宮
式
鬼
瓦
と
南
都
七
大
寺
式
鬼
瓦
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
時
期
ご
と

に
検
討
を
加
え
る
。

①
古
代
の
降
辣
の
中
軸
が
平
瓦
の
上
か
丸
瓦
の
上
か
、
つ
ま
り
丸
瓦
列
の
間
に
降

　
棟
が
構
築
さ
れ
る
「
平
心
」
か
平
瓦
列
の
問
に
降
棟
が
構
築
さ
れ
る
「
丸
心
」
か

　
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
筆
者
は
、
①
山
田
寺
出
土
蓮
華
文
鬼
瓦
な
ど
に
平
心
の
降

棟
所
用
と
わ
か
る
も
の

が
あ
る
こ
と
、
②
野
地

の
な
い
古
代
建
築
を
細

評

艦

規定通りに
切り取る

1
く

娑矯

。・　ミ弥

臼CiQ

切り残して
「延長」珍

錫

．
欝

大きく切り

落として
ジ短縮」

／

iX
規定通りに

切り取る

工7図　延長・短縮摸式図
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部
に
わ
た
っ
て
描
写
す
る
玉
虫
厨
子
の
降
糠
が
平
心
で
あ
る
こ
と
、
③
戯
評
新
太

　
郎
氏
の
考
証
〔
井
上
　
九
七
四
、
坪
井
一
九
八
一
〕
、
④
時
代
を
同
じ
く
す
る

　
階
・
唐
時
代
の
絵
画
資
料
に
出
て
く
る
屋
根
の
降
棟
は
平
心
で
あ
る
と
い
う
鬼
瓦

　
職
人
小
林
章
男
氏
か
ら
の
御
教
示
、
の
四
点
を
根
拠
に
、
降
棟
は
平
心
で
あ
る
と

　
い
う
前
提
に
立
つ
。
し
か
し
、
降
棟
が
平
心
で
あ
っ
た
と
い
う
直
接
的
な
証
拠
は

　
奈
良
時
代
の
鬼
瓦
に
い
ま
だ
見
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

　
降
棟
が
平
心
で
あ
る
と
す
る
と
、
謀
り
部
分
は
固
定
に
は
無
関
係
と
な
り
、
本
体

　
長
で
は
な
く
全
長
が
棟
の
高
さ
と
等
し
く
な
る
。

②
為
り
を
持
た
ず
下
辺
が
直
線
を
な
す
鬼
瓦
は
雪
鬼
と
考
え
ら
れ
る
。
挟
り
を
持

　
つ
鬼
瓦
と
持
た
な
い
鬼
瓦
で
は
、
据
え
方
つ
ま
り
は
鬼
瓦
を
置
く
隅
棟
先
端
と
そ

　
れ
を
支
え
る
下
部
の
丸
・
平
瓦
の
位
置
関
係
が
異
な
る
（
第
3
図
）
。

③
例
と
し
て
白
鳳
時
代
の
も
の
と
さ
れ
る
滋
賀
県
・
小
八
木
廃
寺
例
な
ど
が
挙
げ

　
ら
れ
る
。

④
大
宰
府
式
鬼
瓦
の
挟
り
は
苑
で
型
抜
き
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て

　
論
及
し
た
い
。

⑤
急
劇
の
本
瓦
葺
工
法
で
は
、
大
棟
・
降
棟
・
隅
棟
の
高
さ
の
比
は
十
：
八
：

　
六
・
四
、
十
：
八
：
六
な
ど
の
比
が
使
わ
れ
る
〔
坪
井
一
九
七
六
〕
。
そ
う
し
た

　
工
法
は
古
代
に
も
遡
る
と
一
般
に
い
わ
れ
て
お
り
、
現
在
の
復
原
建
物
に
も
こ
う

　
し
た
比
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
古
代
に
お
い
て
、
｝
つ
の
屋
根
に
そ
う
し
た
商
さ

　
の
比
の
棟
を
構
築
し
て
い
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
一
つ
の

　
抱
か
ら
異
な
る
大
き
さ
の
鬼
瓦
を
製
作
す
る
こ
と
に
対
し
て
の
工
人
の
非
常
に
強

　
い
こ
だ
わ
り
を
み
て
取
れ
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
建
物
の
大
き
さ
の
違
い
だ
け

　
で
な
く
、
糠
端
の
大
き
さ
の
違
い
に
も
対
応
し
て
鬼
瓦
を
製
作
し
て
い
た
と
考
え

　
た
い
。
ま
た
、
そ
う
し
た
前
提
に
立
つ
と
、
鬼
瓦
の
大
き
さ
の
差
を
単
純
に
建
物

　
の
規
模
の
差
に
は
求
め
ら
れ
な
く
な
る
。

⑥
焼
成
前
に
各
部
を
「
切
り
取
る
扁
行
為
に
婦
し
、
「
延
長
扁
を
意
図
し
た
こ
と

　
が
明
白
な
場
合
は
「
切
り
残
す
」
、
「
短
縮
」
を
意
図
し
た
こ
と
が
明
白
な
場
合
は

　
「
切
り
落
と
す
」
の
語
を
使
う
こ
と
と
す
る
。

第
三
章
　
平
城
宮
式
鬼
瓦
の
様
相

奈良時代の鬼面文鬼瓦（岩声）

　
現
在
ま
で
に
平
城
宮
式
鬼
瓦
は
平
城
宮
・
京
及
び
周
辺
の
南
都
七
大
寺
や
奈
良
山
瓦
窯
群
な
ど
か
ら
六
〇
〇
点
近
く
出
土
し
て
い
る
。
特
に

南
都
七
大
寺
で
の
出
土
は
奈
良
時
代
前
期
の
型
式
が
多
く
、
南
都
七
大
寺
式
鬼
瓦
の
創
出
に
よ
っ
て
寺
院
独
自
の
鬼
瓦
製
作
が
始
ま
る
ま
で
は
、

平
城
宮
の
造
営
組
織
か
ら
鬼
瓦
が
供
給
さ
れ
て
い
た
事
実
を
示
し
て
い
る
。

　
平
城
宮
式
鬼
瓦
は
七
型
式
十
六
種
類
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
う
ち
七
型
式
十
三
種
類
が
宮
内
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
以
下
、
平
城
宮
の
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

規
模
な
造
営
工
事
を
基
準
と
し
た
時
期
区
分
に
従
い
、
平
城
宮
か
ら
出
土
し
た
平
城
宮
式
鬼
瓦
の
う
ち
実
見
し
た
五
一
六
点
か
ら
み
て
取
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

各
時
期
の
様
相
を
略
述
す
る
。
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奈良時代の鬼面文鬼瓦（岩戸）

1

平
城
宮
瓦
編
年
第
王
期
（
和
銅
元
（
七
〇
八
）
年
～
養
老
五
（
七
一
＝
）
年
）

　
平
城
宮
瓦
編
年
第
－
期
は
（
以
下
、
「
平
城
宮
瓦
編
年
」
は
省
略
）
和
銅
元
（
七
〇
八
）
年
の
遷
都
の
詔
を
も
っ
て
始
点
と
す
る
。
遷
都
の
詔
が

出
て
か
ら
実
際
に
遷
都
す
る
ま
で
は
二
年
と
い
う
短
期
間
で
あ
り
、
造
営
工
事
に
は
か
な
り
の
迅
速
さ
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
藤

原
宮
・
京
の
建
築
資
材
が
か
な
り
再
利
用
さ
れ
、
軒
瓦
も
藤
原
宮
式
、
も
し
く
は
藤
原
宮
式
の
流
れ
を
汲
む
文
様
の
箔
が
製
作
さ
れ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
鬼
面
文
鬼
瓦
は
藤
原
宮
に
は
存
在
せ
ず
、
平
城
宮
造
営
開
始
に
合
わ
せ
て
新
た
に
挫
骨
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
以
降
の
鬼
瓦
に
は
白

鳳
以
前
の
そ
れ
に
な
い
属
性
が
認
め
ら
れ
、
こ
こ
に
一
つ
の
大
き
な
画
期
を
設
定
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
新
し
く
鬼
面
文
が
採
用
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

れ
、
そ
れ
に
統
一
さ
れ
る
こ
と
、
第
二
に
、
ア
ー
チ
形
と
い
う
日
本
独
自
の
外
形
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
第
三
に
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

数
の
瓦
葺
建
物
を
建
設
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
、
都
城
の
造
営
に
お
い
て
初
め
て
鬼
瓦
の
大
量
生
産
と
い
う
局
面
を
迎
え
た
こ
と
、
で
あ
る
。
特

に
第
三
の
「
初
め
て
の
大
量
生
産
」
と
い
う
状
況
は
、
瓦
工
や
葺
工
の
試
行
錯
誤
が
製
品
に
如
実
に
表
れ
る
と
い
う
結
果
に
つ
な
が
っ
た
。

平
城
宮
－
武
の
鬼
瓦
（
第
8
図
－
・
2
）
　
　
1
式
の
鬼
瓦
は
鬼
神
の
全
身
像
を
表
す
図
像
を
持
ち
、
宮
内
全
域
か
ら
出
土
す
る
。
大
き
さ
で
さ

ら
に
A
・
島
・
暁
の
三
種
類
に
細
分
さ
れ
る
が
、
文
様
と
し
て
は
一
種
類
で
あ
り
、
同
じ
図
像
で
大
中
小
三
種
類
が
暮
六
さ
れ
た
も
の
と
考
え

て
よ
い
。
1
式
暁
は
宮
内
か
ら
出
土
し
な
い
の
で
本
稿
で
は
割
愛
す
る
。
1
式
A
と
1
式
3
1
の
罷
り
の
形
態
は
ど
の
個
体
も
半
円
形
で
あ
る
。

冠
り
の
規
定
方
法
は
1
式
A
に
お
い
て
凹
型
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
の
ほ
か
の
要
素
に
お
け
る
共
通
性
の
高
さ
か
ら
、
1
式
恥
に
お
い

て
も
凹
型
の
規
定
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
延
長
あ
る
い
は
短
縮
し
た
例
が
全
く
な
い
こ
と
か
ら
、
煮
端
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
て
1
式
A
と

1
式
恥
を
使
い
分
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

2

平
城
宮
瓦
編
年
第
正
期
（
養
老
五
（
七
一
＝
）
年
～
天
平
十
七
（
七
四
五
）
年
）

第
二
期
は
神
亀
元
（
七
二
四
）
年
の
聖
武
天
皇
の
即
位
を
目
指
し
、
藤
原
氏
が
活
発
な
造
営
活
動
を
主
導
し
た
時
期
に
あ
た
る
。
こ
の
時
期
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に
新
た
に
製
作
が
始
ま
る
の
が
∬
式
と
W
式
で
あ
る
。
第
－
期
の
図
像
は
全
身
像
一
種
類
で
あ
っ
た
が
、
第
H
期
に
は
顔
面
の
み
を
表
す
図
像

が
複
数
現
れ
る
。
ま
た
、
地
区
ご
と
の
使
い
分
け
も
始
ま
っ
た
。
即
ち
、
第
－
期
に
お
い
て
は
宮
内
全
域
に
お
い
て
同
じ
図
像
の
鬼
瓦
を
採
用

し
た
が
、
第
H
期
に
は
内
裏
・
朝
堂
院
地
区
な
ど
の
中
枢
部
に
は
W
式
、
周
辺
の
官
衙
地
区
に
は
H
式
と
、
地
区
ご
と
に
異
な
る
型
式
の
鬼
瓦

を
使
い
分
け
る
よ
う
に
な
る
。

平
城
宮
皿
式
の
鬼
瓦
（
第
8
図
3
・
4
・
5
）
　
　
1
式
は
傷
と
跣
、
肋
と
暁
と
い
う
大
小
の
組
み
合
わ
せ
で
三
二
ッ
ト
が
製
作
さ
れ
て
い
る
。
1

式
同
様
、
棟
端
の
大
き
さ
の
違
い
で
使
い
分
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
角
・
地
、
島
・
暁
は
文
様
と
大
き
さ
の
面
で
そ
れ
ぞ
れ
非
常
に
共
通

性
が
高
い
。

　
豆
親
筆
の
煙
り
は
す
べ
て
が
半
円
形
で
あ
る
。
規
定
方
法
が
確
認
で
き
る
も
の
は
な
い
。
破
片
資
料
の
中
に
は
短
縮
し
た
個
体
が
認
め
ら
れ
、

本
体
長
を
短
縮
し
た
破
片
を
例
に
と
る
と
、
下
顎
下
端
ま
で
の
振
り
の
規
定
に
対
し
、
鼻
下
ま
で
深
く
切
り
取
っ
て
本
体
長
を
八
㎝
短
縮
し
た

も
の
と
、
上
顎
の
歯
の
際
ま
で
挟
り
を
深
く
切
り
取
っ
て
本
体
長
を
五
㎝
短
縮
し
た
も
の
（
第
9
図
）
と
が
あ
る
。
豆
式
恥
は
豆
玉
傷
と
セ
ッ

ト
に
な
る
小
型
の
鬼
瓦
で
、
本
体
長
が
一
九
・
八
㎝
と
平
城
宮
式
の
中
で
最
も
小
さ
い
。
半
円
形
の
挟
り
を
持
つ
も
の
も
あ
る
が
、
横
長
半
円

形
の
配
り
を
持
つ
も
の
が
最
も
多
い
。
横
長
半
円
形
の
陰
り
の
大
部
分
が
打
ち
欠
き
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
切
り
取
り
に
よ
る
も
の
も
わ
ず

か
な
が
ら
認
め
ら
れ
る
。
規
定
方
法
を
観
察
で
き
る
例
は
な
か
っ
た
。
延
長
・
短
縮
が
行
わ
れ
た
個
体
も
な
か
っ
た
。

　
H
式
地
の
出
土
数
は
少
な
い
。
H
式
肋
の
扶
り
は
、
確
認
で
き
た
限
り
で
は
い
ず
れ
も
半
円
形
で
あ
っ
た
。
触
り
の
規
定
方
法
は
凸
型
A
で

あ
る
。
外
縁
が
脚
部
の
下
端
に
も
廻
る
こ
と
か
ら
、
後
述
す
る
W
式
B
で
行
わ
れ
た
脚
部
長
の
延
長
を
考
慮
せ
ず
に
作
箔
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、

実
際
、
延
長
し
た
例
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
短
縮
し
た
例
も
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
H
式
地
で
は
規
定
方
法
が
凸
型
A
と
確
認
で
き
、

そ
の
ほ
か
の
要
素
で
共
通
性
の
高
い
豆
式
擬
・
恥
で
も
同
様
の
規
定
方
法
を
採
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
H
式
鹿
は
挟
り
部
分
を
含
む
小
片

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

が
一
点
あ
る
が
、
瓦
窯
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
割
愛
す
る
。

平
城
宮
W
式
の
鬼
瓦
（
第
8
図
6
・
7
）
　
　
W
式
は
大
小
セ
ッ
ト
で
A
・
B
が
あ
る
。
工
式
・
豆
式
と
同
様
、
意
図
の
大
き
さ
の
違
い
で
使
い 14 （342）



奈良時代の鬼面文鬼瓦（岩戸）

分
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
W
式
A
は
平
城
宮
式
の
中
で
最
大
の
鬼
瓦
で
あ
る
。
半
円
形
の
挟
り
を
持
つ
も
の
と
縦
長
半
円
形
の
量
り
を
持
つ
も
の
と
が
ほ
ぼ
同
数
あ
る
。

挟
り
の
規
定
方
法
は
凸
型
A
で
あ
る
。
大
極
殿
耳
門
出
土
例
（
第
1
0
図
）
は
罵
り
部
分
を
五
・
五
㎝
切
り
残
す
こ
と
で
本
体
長
を
、
本
来
切
り

取
る
は
ず
の
脚
部
下
端
の
無
文
部
分
を
四
㎝
切
り
残
す
こ
と
で
脚
部
長
を
そ
れ
ぞ
れ
延
長
し
て
い
る
。
直
り
の
切
り
残
し
部
分
か
ら
は
、
W
式

A
が
も
と
も
と
縦
長
半
円
形
の
挟
り
を
持
つ
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
、
「
本
体
長
を
延
長
す
る
偏
と
い
う
発
想
が
こ
こ
で
発
生
し
た

　
⑥
こ
と
を
み
て
取
れ
る
。
つ
ま
り
、
半
円
形
の
弄
り
を
持
つ
個
体
は
、
脚
部
下
端
を
規
定
よ
り
も
短
く
切
り
落
と
し
、
短
縮
す
る
こ
と
で
点
り
の

形
態
を
改
変
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
脚
部
長
を
延
長
す
る
背
景
と
し
て
、
大
き
な
棟
に
対
応
す
る
た
め
に
本
体
長
を
延
長

し
た
時
で
も
縦
長
半
円
形
の
遣
り
を
得
る
必
要
、
つ
ま
り
は
縦
長
半
円
形
の
猛
り
へ
の
強
い
志
向
が
生
ま
れ
た
状
況
を
想
定
で
き
る
。
な
お
、

閤
門
出
土
例
の
挟
り
の
切
り
残
し
部
分
で
は
凸
型
A
の
規
定
部
分
は
丁
寧
に
削
ら
れ
て
平
坦
に
な
っ
て
い
る
。

　
N
式
B
も
、
半
円
形
を
持
つ
も
の
と
縦
長
半
円
形
を
持
つ
も
の
と
が
ほ
ぼ
同
数
で
あ
っ
た
。
挟
り
の
規
定
部
を
残
す
個
体
は
な
い
が
、
そ
の

ほ
か
の
要
素
の
共
通
性
の
高
さ
か
ら
、
W
式
A
と
同
じ
く
凸
型
A
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
縦
長
半
円
形
の
挟
り
を
持
つ
個
体
は
、
脚
部
下

端
に
長
さ
六
・
三
㎝
の
無
文
部
分
を
設
け
て
い
る
。
無
文
部
分
は
鬼
面
文
の
地
の
部
分
よ
り
わ
ず
か
に
一
段
高
く
し
て
区
画
し
て
い
る
。
半
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

形
の
降
り
を
作
る
場
合
は
こ
の
段
差
の
際
か
ら
下
を
切
り
取
り
、
縦
長
半
円
形
の
亙
り
を
作
る
場
合
は
切
り
残
す
。
箔
の
段
階
か
ら
区
画
さ
れ

た
長
大
な
無
文
部
分
を
持
つ
と
い
う
点
か
ら
、
W
式
A
と
比
べ
て
W
式
B
は
脚
部
長
の
延
長
を
よ
り
明
確
に
意
図
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　
W
式
A
・
B
の
以
上
の
諸
点
か
ら
、
W
式
に
お
い
て
初
め
て
、
半
円
形
の
走
り
だ
け
で
な
く
縦
長
半
円
形
の
異
り
を
持
つ
鬼
瓦
も
同
一
の
箔

で
作
成
で
き
る
よ
う
、
大
き
さ
を
調
節
す
る
た
め
の
無
文
部
分
を
あ
ら
か
じ
め
備
え
た
新
た
な
箔
が
考
案
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

3

平
城
宮
瓦
編
年
第
二
期
（
天
平
十
七
（
七
四
五
）
年
～
天
平
勝
宝
年
間
（
七
五
七
年
）
）

給
血
期
は
恭
仁
宮
・
紫
香
楽
宮
・
後
期
難
波
宮
に
遷
都
後
、
平
城
宮
に
還
照
し
て
宮
城
を
再
整
備
し
た
時
期
に
あ
た
る
。
『
続
日
本
紀
』
に

15 （343）



皿式A ユ

V式A

VI式A 2

4　　　　　　　　　V式B　　5
第ll図　第皿山・第IV期の平城宮式鬼瓦

　　　表2　平城宮式鬼瓦の各要素

O　20cm

大きさ（cm） 扶りの形状（点） 挟り規定 大きさの調節

時期 型式 全長 編 本体長 半円
縦長

ｼ円
打欠

｡長
切取

｡長
分類 延長

打欠

Z縮
切取

Z縮

1式A 大 39．5 46．0 32．0 28 凹型
工期

1式B1 中 36．8 〈42．4＞ 30．4 8 ？

H式A1 大 39．3 44．7 31．0 8 ？ ○ ○

H式A2 大 39．2 43．0 30．4 3 凸型A

H式B1 小 26．4 28．5 19．8 5 9 2 ？

H期 IV式A 特大 43．0 48．5 35．4 3 凸型A ○

（延長個体） 特大 50．5 49．7 40．9 3
一 一 一 一

IV式B 中 36．9 4L6 30．5 2 ？ ○

（延長個体） 特大 43．2 42．0 一
3

一 一 一 一

猛式A 申 36．6 30．9 29．3 4 8 ？ ○ ○

m期 V式A 中 36．6 30．3 28．5 2 1 ？ ○

V式B 小 27．5 27．4 20．3 2 2 凸型A ○

VI式A 大 〈40．5＞ 〈42．0＞ ＜32．7＞ 1 ？

IV期

VI式B 中 ？ ？ ？ ？

〈　〉は復原値

　　16　（344）



奈良時代の鬼面文鬼瓦（岩戸）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

平
城
宮
の
大
極
殿
・
歩
廊
を
壊
し
て
恭
仁
宮
に
移
築
し
た
と
い
う
記
事
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
還
長
後
に
は
大
規
模
な
造
営
が
行
わ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
時
期
、
新
た
に
製
作
が
開
始
さ
れ
る
鬼
瓦
は
巫
式
と
V
式
で
あ
る
。
第
H
期
同
様
、
地
区
ご
と
に
異
な
る
型
式
の
鬼
瓦
を
使
い

分
け
て
お
り
、
前
者
は
内
裏
や
東
院
・
東
方
官
衙
地
区
に
多
く
分
布
し
、
後
者
は
出
土
数
が
少
な
い
も
の
の
、
皇
院
及
び
そ
の
付
近
に
分
布
の

中
心
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

平
城
宮
皿
式
の
鬼
瓦
（
第
1
1
図
－
）
　
　
阻
式
は
大
小
の
セ
ッ
ト
で
A
・
B
が
あ
る
が
、
廻
式
B
は
宮
内
で
は
出
土
し
な
い
の
で
本
稿
で
は
割
愛

す
る
。

　
田
式
A
は
全
長
が
幅
を
大
き
く
上
回
り
縦
長
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
平
城
宮
式
鬼
瓦
の
中
で
特
異
な
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
を
持
つ
。
漁
り
を
確

認
で
き
る
個
体
の
う
ち
、
多
く
が
打
ち
欠
き
に
よ
る
横
長
半
円
形
を
持
つ
も
の
で
、
半
円
形
を
持
つ
も
の
は
少
数
で
あ
る
。
挟
り
の
規
定
部
分

を
切
り
残
す
個
体
が
な
い
た
め
、
規
定
方
法
は
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
、
鼻
下
ま
で
蒙
り
を
深
く
切
り
取
り
、
本
体
長
を
短
縮
し
た
も
の
が
～

点
認
め
ら
れ
た
。
｝
方
、
延
長
し
た
個
体
は
認
め
ら
れ
な
い
。

平
城
宮
V
式
の
鬼
瓦
（
第
1
1
図
4
・
5
）
　
　
V
式
は
大
小
の
セ
ッ
ト
で
A
・
B
が
あ
る
。
1
式
・
H
式
・
W
式
と
図
様
、
棟
端
の
大
き
さ
の
違

い
で
使
い
分
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
V
式
A
も
皿
式
A
と
同
じ
く
全
長
が
幅
を
上
回
り
縦
長
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
平
城
宮
式
鬼
瓦
の
中
で
特
異
な
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
を
持
つ
。

扶
り
の
形
態
に
は
、
半
円
形
と
打
ち
欠
き
に
よ
る
横
長
半
円
形
と
が
あ
る
。
挟
り
の
規
定
部
分
を
非
常
に
丁
寧
に
切
り
取
る
た
め
、
規
定
方
法

は
不
明
で
あ
る
。
外
縁
が
脚
部
の
下
辺
ま
で
め
ぐ
っ
て
お
り
、
W
式
B
で
行
わ
れ
た
よ
う
な
脚
部
長
の
延
長
を
意
図
せ
ず
に
作
話
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
実
際
の
資
料
に
も
延
長
し
た
例
は
な
い
。
短
縮
し
た
個
体
は
、
脚
部
長
を
わ
ず
か
に
短
く
す
る
も
の
と
、
捻
り
の
頂
部
を
打
ち
欠
い

て
本
体
長
を
わ
ず
か
に
短
く
す
る
も
の
と
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
短
縮
の
度
合
い
は
非
常
に
小
さ
い
。

　
V
式
B
は
全
長
が
幅
を
大
き
く
上
圓
る
と
ま
で
は
い
か
な
い
が
、
全
長
と
幅
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
書
式
A
や
V
式
A
と
同
様
に

縦
長
の
外
形
を
志
向
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
挟
り
を
確
認
で
き
た
う
ち
、
半
円
形
の
認
り
を
持
つ
も
の
と
打
ち
欠
き
に
よ
っ
て
成
形
さ
れ
た
横

17 （345）



長
半
円
形
の
挾
り
を
持
つ
も
の
と
が
ほ
ぼ
半
数
ず
つ
あ
っ
た
。
規
定
方
法
は
凸
型
A
で
あ
っ
た
。
延
長
す
る
も
の
は
な
い
が
、
打
ち
欠
き
に
よ

る
横
長
半
円
形
の
挟
り
を
持
つ
も
の
の
う
ち
一
点
は
、
規
定
通
り
に
切
り
取
っ
た
挟
り
の
頂
部
を
打
ち
欠
く
こ
と
に
よ
っ
て
本
体
長
を
わ
ず
か

に
短
縮
し
て
い
る
。

18 （346）

4

平
城
宮
瓦
窯
庫
第
y
期
（
天
平
宝
字
元
（
七
五
七
）
年
～
神
護
景
雲
年
聞
（
七
七
〇
年
）
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
第
W
期
は
「
改
修
大
宮
」
「
改
作
平
城
宮
」
「
東
院
玉
殿
新
成
」
「
造
作
無
梅
宮
」
と
『
虚
日
本
紀
』
に
み
え
る
造
営
時
期
に
重
な
り
、
薪
た

に
W
式
の
製
作
が
開
始
さ
れ
た
。
W
式
の
鬼
面
文
は
退
化
が
著
し
い
。
出
土
数
は
非
常
に
少
な
い
が
、
官
衙
地
区
に
中
心
の
分
布
が
あ
る
。

平
城
宮
W
式
の
鬼
瓦
（
第
1
1
図
2
・
3
）
　
　
W
式
A
に
は
青
り
の
全
体
形
を
確
認
で
き
る
も
の
は
な
い
。
扶
り
の
半
分
を
残
す
個
体
に
よ
れ
ば
、

半
円
形
の
挟
り
を
持
つ
。
規
定
方
法
を
は
じ
め
、
延
長
・
短
縮
が
行
わ
れ
た
か
に
つ
い
て
も
不
明
で
あ
る
。
W
式
B
も
小
片
の
た
め
、
各
要
素

は
不
明
で
あ
る
。

5

平
城
宮
式
鬼
瓦
の
各
要
棄
の
様
相

　
こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
、
平
城
宮
式
鬼
瓦
に
お
け
る
扶
り
の
形
態
・
規
定
方
法
及
び
大
き
さ
の
調
節
方
法
な
ど
、
瓦
葺
技
術
に
直
接
関
わ
る

諸
様
相
の
変
遷
を
ま
と
め
る
と
表
2
の
よ
う
に
な
る
。
第
－
期
に
お
い
て
は
、
鬼
面
文
の
採
用
と
同
時
に
初
め
て
鬼
瓦
の
大
量
生
産
が
開
始
さ

れ
る
。
全
く
延
長
や
短
縮
を
せ
ず
、
箔
が
規
定
す
る
ま
ま
の
鬼
瓦
を
画
一
的
に
生
産
し
た
。
量
り
の
規
定
は
凹
型
で
、
す
べ
て
半
円
形
の
挟
り

で
あ
っ
た
。
第
－
期
に
は
、
挟
り
の
形
態
に
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
現
れ
、
縦
長
半
円
形
・
横
長
半
円
形
の
詣
り
を
持
つ
鬼
瓦
も
製
作
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
。
特
に
、
中
枢
部
で
使
用
さ
れ
た
大
型
の
鬼
瓦
は
、
本
体
長
と
脚
部
長
の
延
長
、
も
し
く
は
脚
部
長
の
み
の
延
長
に
よ
る
縦
長
半
円

形
の
曇
り
を
持
ち
、
前
廊
地
区
で
使
用
さ
れ
た
小
型
の
鬼
瓦
は
、
打
ち
欠
き
に
よ
る
横
長
半
円
形
の
扶
り
を
持
つ
。
挟
り
の
形
態
の
差
異
は
、

中
枢
部
と
官
衙
地
区
と
の
図
像
の
使
い
分
け
に
対
応
す
る
。
第
皿
期
以
降
に
製
作
が
始
ま
る
鬼
瓦
は
、
出
土
数
が
少
な
い
た
め
情
報
量
が
限
ら
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れ
る
が
、
第
毘
期
・
第
W
期
を
通
じ
て
、
第
工
期
・
第
H
期
に
作
ら
れ
た
よ
う
な
大
型
の
型
式
は
W
式
A
の
み
で
、
中
・
小
型
の
型
式
が
主
流

に
な
る
。
繋
り
の
形
態
は
真
弧
を
描
く
半
円
形
を
基
本
と
す
る
が
、
小
型
の
型
式
を
中
心
に
、
打
ち
欠
き
を
加
え
て
横
長
半
円
形
の
挟
り
に
成

形
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
し
て
、
縦
長
半
円
形
の
曇
り
を
持
つ
例
が
な
い
の
と
同
調
す
る
よ
う
に
、
延
長
し
た
例
も
な
い
。

　
①
〔
奈
文
研
一
九
七
五
〕
に
従
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
平
城
宮
第
二
次
大
極
殿
院
か
ら
は
W
式
A
が
十
型
出
土
し
て
い
る
。
「
脚
部
の

　
②
た
だ
し
、
第
V
期
に
使
用
さ
れ
た
鬼
瓦
は
軒
瓦
同
様
未
だ
不
明
で
あ
る
。
冊
式
　
　
調
整
に
2
種
あ
漏
り
、
「
脚
部
の
先
端
ま
で
完
全
に
作
る
も
の
」
と
門
脚
部
先
端

　
　
の
鬼
瓦
が
新
た
に
設
定
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
小
片
～
点
が
あ
る
の
み
で
、
検
　
　
　
　
　
を
約
1
0
㎝
切
り
縮
め
て
焼
成
す
る
」
も
の
と
が
あ
る
こ
と
は
、
「
隅
棟
や
降
り
棟

　
　
討
は
将
来
に
委
ね
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
高
さ
の
違
い
を
示
す
も
の
で
」
、
「
鬼
瓦
製
作
が
供
給
先
の
仕
様
書
に
基
づ
い
て

③
日
本
の
鬼
瓦
の
初
回
形
態
で
あ
る
、
飛
鳥
疇
代
の
鬼
瓦
の
文
様
は
百
済
の
影
響

　
を
受
け
た
複
数
蓮
華
文
を
持
つ
。
時
代
が
下
る
と
、
複
数
蓮
華
文
鬼
瓦
は
減
少
し
、

　
単
数
蓮
華
文
鬼
瓦
が
主
流
を
占
め
る
。
前
者
の
例
と
し
て
は
法
隆
寺
例
が
、
後
者

　
の
例
と
し
て
は
山
村
廃
寺
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
藤
原
宮
か
ら
の
鬼
瓦
の
出
土
は
非

　
常
に
少
な
い
が
、
重
弧
文
鬼
瓦
が
あ
る
。

④
　
飛
鳥
・
白
鳳
時
代
の
鬼
瓦
は
百
済
の
鬼
瓦
の
影
響
を
受
け
て
、
角
形
の
外
形
を

　
備
え
る
。
正
方
形
に
近
い
も
の
も
あ
る
が
、
畿
内
周
辺
域
で
は
横
長
長
方
形
の
も

　
の
が
多
い
。
奈
良
時
代
に
は
鬼
瓦
の
本
体
長
が
増
し
、
全
体
形
が
縦
長
の
ア
ー
チ

　
形
に
変
化
す
る
。
こ
の
こ
と
は
棟
端
が
よ
り
高
く
な
っ
た
こ
と
を
示
し
、
前
述
の

　
木
村
氏
に
よ
る
「
奈
良
時
代
に
大
棟
へ
の
鬼
瓦
の
使
用
が
始
ま
る
」
と
い
う
指
摘

　
を
傍
証
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

⑤
挟
り
の
形
態
は
打
ち
欠
き
に
よ
る
横
長
半
円
形
で
、
挟
り
部
分
の
切
り
残
し
か

　
ら
規
定
方
法
は
、
H
式
肋
と
同
様
の
凸
型
A
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

第
四
章
　
南
都
七
大
寺
式
鬼
瓦
の
様
相

　
い
た
可
能
性
」
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
〔
奈
文
藻
一
九
九
三
〕
。
こ
こ

　
で
は
脚
部
長
の
差
異
が
棟
端
の
大
き
さ
と
結
び
付
け
て
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
棟

　
端
の
大
き
さ
を
直
接
的
に
表
す
の
は
本
体
長
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
撮
り
の
切
り
残

　
し
部
分
の
五
・
五
㎝
分
が
棟
端
の
大
き
さ
の
差
を
表
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で

　
あ
ろ
う
。

⑦
藪
中
五
百
樹
氏
は
、
無
文
部
分
と
地
の
部
分
の
境
界
に
「
粘
土
突
帯
」
が
あ
り
、

　
こ
れ
を
「
割
苑
の
合
わ
せ
醒
」
で
あ
る
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
〔
藪
中
一
九
九
七
〕
。

　
し
か
し
、
実
見
し
た
結
果
、
突
帯
で
は
な
く
段
差
で
あ
る
と
認
識
し
た
。

⑧
『
立
冬
本
紀
』
天
平
十
五
年
十
二
月
辛
卯
条
。

⑨
菅
原
遺
跡
〔
菅
原
遺
跡
調
査
委
員
会
一
九
八
三
〕
で
十
三
点
、
唐
招
提
寺
で
一

　
点
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

⑩
『
続
日
本
紀
撫
天
平
宝
字
元
年
五
月
辛
信
条
、
天
平
宝
字
五
年
十
月
巳
卯
条
、

　
神
護
慶
雲
元
年
四
月
癸
巳
条
、
宝
亀
四
年
二
月
壬
申
条
。

南
都
七
大
寺
を
中
心
と
す
る
畿
内
の
寺
院
で
は
、
奈
良
時
代
前
期
に
は
平
城
宮
式
鬼
瓦
の
供
給
を
受
け
て
い
た
が
、
奈
良
時
代
半
ば
以
降
、
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鬼
面
の
特
徴
や
固
定
装
置
な
ど
の
要
素
が
平
城
宮
式
と
は
異
な
る
～
群
の
鬼
瓦
を
製
作
し
、
使
用
す
る
。
こ
れ
が
南
都
七
大
寺
式
と
呼
ば
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

鬼
瓦
で
、
造
東
大
寺
司
が
お
か
れ
る
第
盛
期
に
製
作
が
開
始
さ
れ
、
奈
良
時
代
以
降
も
長
岡
宮
・
平
安
宮
と
そ
の
周
辺
考
院
に
受
け
継
が
れ
て

い
く
。
五
型
式
十
一
種
類
に
型
式
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
型
式
の
図
像
も
下
顎
・
下
歯
を
欠
い
て
お
り
、
斬
り
に
は
め
込
む
丸
瓦
を
噛
ん

だ
表
情
を
表
す
。
ま
た
、
鬼
面
に
沿
っ
て
蒲
魚
帯
が
廻
る
点
、
珠
文
帯
の
外
側
に
平
坦
部
が
廻
る
型
式
が
多
い
点
、
外
縁
を
持
た
な
い
個
体
が

　
　
②

多
い
点
が
平
城
宮
式
と
は
異
な
る
。
こ
う
し
た
文
様
の
相
違
の
他
に
、
把
手
と
い
う
独
自
の
固
定
方
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る
点
を
考
え
る
と
、

平
城
宮
の
工
人
組
織
と
は
系
統
を
異
に
す
る
、
造
東
大
寺
司
を
中
心
と
し
た
寺
院
独
自
の
工
人
組
織
が
編
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
奈

良
時
代
の
畿
内
中
枢
に
こ
の
二
系
統
の
工
人
組
織
が
存
在
し
た
こ
と
は
、
既
に
軒
瓦
及
び
丸
瓦
・
平
瓦
の
分
析
か
ら
も
導
き
出
さ
れ
て
い
る
。

　
南
都
七
大
寺
式
鬼
瓦
は
、
伴
出
遺
物
な
ど
に
よ
っ
て
製
作
時
期
・
使
用
時
期
の
わ
か
る
も
の
が
平
城
宮
式
に
比
べ
て
少
な
い
た
め
、
主
に
型

式
学
的
な
方
法
に
よ
っ
て
編
年
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
額
の
線
鋸
歯
文
や
耳
、
顎
髭
を
表
現
す
る
1
式
・
1
式
、
線
鋸
歯
文
や
耳
、

顎
髭
の
表
現
を
欠
く
が
眉
を
表
現
す
る
W
式
・
V
式
、
そ
の
中
間
の
皿
式
と
い
う
三
群
に
分
け
ら
れ
、
簡
略
化
の
進
む
方
向
に
変
化
す
る
と
さ

れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
本
稿
で
は
、
南
都
七
大
寺
式
鬼
瓦
の
、
写
真
に
よ
る
観
察
も
含
め
た
計
五
十
八
点
か
ら
み
て
取
れ
る
各
様
相
を
略
述
す
る
。

1

平
城
當
瓦
編
年
第
六
期
（
天
平
十
七
（
七
四
五
）
年
～
天
平
勝
宝
年
間
（
七
五
七
年
）
）
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第
半
期
に
比
定
さ
れ
て
い
る
南
都
七
大
寺
式
鬼
瓦
は
三
型
式
八
種
類
あ
る
。
東
大
寺
を
申
心
と
し
て
出
土
す
る
1
式
A
・
1
式
恥
と
大
安
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

を
中
心
と
し
て
出
土
す
る
工
式
馳
、
山
城
国
分
寺
で
出
土
し
た
1
式
脱
、
法
隆
寺
所
用
の
H
式
、
大
安
寺
を
中
心
に
各
地
か
ら
出
土
す
る
W
式

A
・
N
式
翫
・
W
賛
助
、
で
あ
る
。
1
式
は
東
大
寺
の
主
要
堂
塔
の
造
営
が
進
む
天
平
勝
宝
年
間
（
七
四
九
～
七
五
六
年
）
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。

1
式
は
亙
式
よ
り
も
鬼
面
文
が
後
出
的
で
は
あ
る
も
の
の
、
同
じ
く
天
平
勝
宝
年
間
に
製
作
が
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
N
式
は
、
鬼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

面
の
簡
略
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
工
式
よ
り
後
出
と
考
え
ら
れ
る
が
、
製
作
開
始
時
期
は
天
平
勝
宝
年
間
に
収
ま
る
と
考
え
て
い
る
。
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南
都
七
大
寺
－
武
の
鬼
瓦
　
　
非
常
に
大
型
の
1
式
A
と
、
大
型
の
1
式
脇
・
1
翌
週
が
あ
る
。

　
1
式
A
に
は
全
体
形
を
う
か
が
え
る
出
土
例
は
な
い
（
第
1
2
図
－
）
。
し
か
し
、
1
式
A
の
脚
部
に
当
た
る
と
推
測
で
き
る
東
大
寺
仏
餉
屋
出

土
の
小
片
に
よ
っ
て
、
搾
り
は
縦
長
半
円
形
で
、
規
定
方
法
は
凸
型
B
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（
第
1
2
図
2
）
。
ま
た
、
搾
り
部
分
を
切
り
残
し

て
本
体
長
を
延
長
す
る
と
と
も
に
、
脚
部
下
端
の
無
文
部
分
を
五
㎝
切
り
残
し
て
脚
部
長
も
延
長
し
て
い
る
。

　
1
式
恥
に
は
道
形
品
の
東
大
寺
講
堂
跡
出
土
例
（
第
1
2
図
4
）
が
あ
る
。
凝
り
は
現
状
に
お
い
て
も
、
規
定
さ
れ
た
形
状
に
つ
い
て
も
縦
長

半
円
形
で
、
規
定
方
法
は
凸
型
B
で
あ
る
。
摩
滅
が
著
し
い
が
、
直
り
部
分
を
五
・
二
㎝
、
脚
部
下
端
を
そ
れ
ぞ
れ
四
・
○
㎝
、
五
・
六
㎝
切

り
残
し
て
本
体
長
と
脚
部
長
を
延
長
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
平
坦
部
の
幅
を
三
・
○
㎝
切
り
残
し
、
次
に
述
べ
る
東
大
寺
西
塔

出
土
例
よ
り
も
ひ
と
冠
り
大
き
い
鬼
瓦
に
仕
上
げ
て
い
る
。
同
じ
く
1
式
翫
の
東
大
寺
西
塔
跡
出
土
例
（
第
1
2
図
3
）
で
は
、
挟
り
の
規
定
部

分
は
余
さ
ず
切
り
取
ら
れ
、
本
体
周
縁
の
平
坦
部
は
～
・
五
㎝
前
後
の
幅
に
切
り
残
し
て
い
る
。
平
坦
部
の
幅
を
除
く
と
、
箔
の
通
り
の
大
き

さ
・
形
態
を
遵
守
し
て
い
る
が
、
東
大
寺
講
堂
出
土
例
よ
り
も
小
さ
い
製
品
を
作
ろ
う
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
1
式
暁
に
は
伝
大
安
寺
出
土
の
完
形
品
が
あ
る
（
第
1
2
図
5
）
。
挟
り
の
形
態
は
縦
長
半
円
形
で
あ
る
。
量
り
部
分
は
ほ
ぼ
規
定
通
り
に
切
り

取
っ
て
い
る
が
、
わ
ず
か
に
切
り
残
さ
れ
た
部
分
か
ら
、
凸
型
B
の
規
定
方
法
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
1
式
艶
に
お
い
て
も
、
1
式
翫
と
同

様
に
本
体
周
縁
に
平
坦
部
が
め
ぐ
っ
て
い
た
と
想
定
で
き
る
が
、
本
例
で
は
珠
文
言
の
際
ま
で
切
り
取
っ
て
お
り
、
最
小
の
大
き
さ
で
作
ら
れ

　
　
　
　
　
　
⑥

た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
平
坦
部
を
切
り
残
し
、
一
ま
わ
り
大
き
く
仕
上
げ
た
例
も
あ
り
（
第
1
2
図
6
）
、
大
き
さ
の
調
節
を
行
っ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
各
要
素
と
も
、
基
本
的
に
1
式
A
・
工
式
跣
と
同
じ
と
い
っ
て
よ
い
。

南
都
七
大
寺
正
式
の
鬼
瓦
（
第
1
2
図
7
）
　
　
1
式
は
法
隆
寺
西
院
伽
藍
所
用
で
あ
る
。
西
院
伽
藍
で
は
古
式
の
複
数
蓮
華
文
鬼
瓦
が
出
土
し
、

こ
れ
が
創
建
時
の
鬼
瓦
と
考
え
ら
れ
る
。
東
南
伽
藍
で
は
平
城
宮
式
鬼
瓦
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
東
大
寺
造
営
を
契
…
機
に
南
都
七
大
寺
－

式
を
手
本
と
し
て
製
作
さ
れ
た
1
式
の
鬼
瓦
は
、
西
院
伽
藍
の
補
修
鬼
瓦
と
し
て
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
江
式
に
は
法
隆

寺
の
独
自
性
が
色
濃
く
表
れ
て
い
る
。
王
式
が
基
本
的
に
縦
長
半
円
形
の
挟
り
を
持
つ
の
に
対
し
て
、
H
式
の
場
合
、
確
認
で
き
た
限
り
で
は
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奈良時代の鬼薗文鬼瓦（岩戸）

表3　南都七大寺式鬼瓦の各要素

文様の大きさ（cm） 掬の形状（点） 挟り規定 大きさの調節

時期 型式 全長 幅 本体長
半
円
縦長

ｼ円

横長

ｼ円
分類 外
縁

　挟り

ﾘり残し

脚下端

ﾘり残し

　周遡

ﾘり残し

1式A ”大 ？ ？ 34．4 1 凸型B ○ ○ ○

工式B1 大 39．3 36．5 27．7 3 凸型B ○ ○ ○

1式B2 大 41．0 35．5 26．8 1 凸型B

皿期 H式 中 〈35．8＞ 〈露9．5＞ 26．9 1 1 ？

W式A 中 34．3 34．0 22．4 3 ？ ○

IV式B1 中 31．2 3L3 20．7 2 凸型A ○

W式B2 小 ？ ？ 16．0 2 凸型A ○ ○

班式 中 ？ ？ 2L2 凸型A ○ ○ ○

IV期 V式A 小 ？ ？ 18．0 凸型A

V式B 大 〈37．0＞ 〈34．2＞ 28．0 3 凸型A ○ ○ ○ ○

〈　〉　はそ夏1京｛直

書
円
形
の
挟
り
を
持
つ
個
体
が
多
く
、
横
長
半
円
形
の
も
の
も
若
干
存
在
す
る
。

規
定
方
法
は
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
、
先
述
し
た
1
式
翫
の
東
大
寺
講
堂
跡
出
土

例
の
よ
う
に
、
延
長
す
る
た
め
訣
り
部
分
や
脚
部
下
端
を
切
り
残
し
た
よ
う
に
見

え
る
部
分
が
あ
る
。
し
か
し
、
挟
り
部
分
の
切
り
残
し
た
中
央
に
は
三
山
状
の
模

様
が
、
鬼
面
文
部
分
と
の
境
界
に
は
光
線
が
陽
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

部
分
は
文
様
の
一
部
と
し
て
作
ら
れ
た
と
判
断
で
き
る
。
こ
の
部
分
を
切
り
取
っ

た
個
体
が
な
い
こ
と
も
、
こ
れ
を
傍
証
す
る
。
ま
た
、
豆
式
は
外
縁
及
び
周
縁
の

平
坦
部
を
持
つ
個
体
が
な
い
。
従
っ
て
、
H
式
に
お
い
て
は
鬼
瓦
の
大
き
さ
の
調

節
は
行
わ
れ
て
い
な
い
と
い
え
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
棟
端
の
大
き
さ
に
鬼
瓦

を
合
わ
せ
る
た
め
の
延
長
や
短
縮
の
技
法
を
知
ら
な
い
ま
ま
、
①
外
縁
と
平
坦
部

と
を
雑
文
帯
外
側
ま
で
全
て
切
り
取
り
、
最
小
の
大
き
さ
に
製
作
し
た
1
式
の
個

体
（
第
1
2
図
3
）
と
、
②
苅
り
部
分
と
脚
部
下
端
の
無
文
部
分
を
切
り
残
し
て
延

長
し
た
1
式
の
個
体
（
第
1
2
図
4
）
と
い
う
大
き
さ
の
調
節
の
点
で
稲
反
す
る
二

個
体
を
模
し
て
作
興
し
た
結
果
、
豆
式
が
創
出
さ
れ
た
と
考
え
た
い
。
し
た
が
っ

て
、
1
式
に
つ
い
て
は
、
平
城
宮
工
式
と
同
じ
よ
う
に
延
長
や
短
縮
を
せ
ず
、
箔

の
通
り
の
大
き
さ
や
挟
り
の
形
態
を
遵
守
し
た
画
一
的
な
製
品
を
生
産
し
た
状
況

を
推
測
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

南
都
七
大
寺
玉
湯
の
鬼
瓦
　
　
W
式
A
に
は
伝
大
安
寺
出
土
の
卜
形
品
が
あ
る
（
第
1
2
図

－
o
）
。
扶
り
の
形
態
は
縦
長
半
円
形
で
あ
る
。
規
定
方
法
は
確
認
で
き
な
い
。
同
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型
式
の
平
城
宮
出
土
例
や
大
和
上
安
寺
出
比
例
な
ど
に
も
、
盛
り
部
分
を
切
り
残
し
た
個
体
や
延
長
・
短
縮
で
大
き
さ
を
調
節
し
た
個
体
は
確

認
で
き
な
か
っ
た
。
珠
文
七
の
外
側
に
平
坦
部
を
持
た
な
い
点
、
ど
の
個
体
も
外
縁
を
持
つ
点
は
南
都
七
大
寺
式
と
し
て
は
稀
で
あ
る
。
大
き

さ
を
調
節
し
た
例
が
な
い
の
は
平
坦
部
を
持
た
な
い
構
造
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

　
W
式
恥
は
大
安
寺
で
多
く
出
土
す
る
が
、
魚
形
品
と
し
て
は
伝
放
光
寺
出
土
例
が
挙
げ
ら
れ
る
（
第
1
2
図
1
1
）
。
箔
の
規
定
通
り
に
切
り
取
ら

れ
た
怠
り
は
縦
長
半
円
形
で
あ
る
。
東
大
寺
仏
餉
屋
出
土
例
で
は
一
部
に
挟
り
部
分
の
切
り
残
し
が
あ
り
、
挟
り
の
規
定
方
法
は
凸
型
A
と
確

認
で
き
た
〔
奈
良
県
文
化
財
保
存
事
務
所
編
一
九
八
四
〕
。
延
長
・
短
縮
し
た
個
体
は
現
時
点
で
は
確
認
で
き
な
い
。

　
W
式
脱
は
出
土
点
数
が
少
な
い
。
盛
り
の
形
態
は
不
明
で
あ
る
が
、
各
要
素
に
お
け
る
W
式
翫
と
の
共
通
性
の
高
さ
か
ら
、
縦
長
半
円
形
と

推
定
で
き
る
。
大
安
寺
北
西
官
房
地
区
出
土
例
で
は
八
㎜
ほ
ど
の
挟
り
部
分
の
切
り
残
し
が
認
め
ら
れ
、
凸
型
A
の
方
法
に
よ
っ
て
亘
り
を
規

定
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
〔
天
理
参
考
館
一
九
九
〇
〕
。
伝
大
安
寺
出
土
例
（
第
1
2
図
1
2
）
は
鬼
瓦
頂
部
か
ら
側
辺
に
か
け
て
の
平
坦
部
を
切
り

残
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
落
文
帯
の
際
ま
で
平
坦
部
を
切
り
落
と
し
た
北
西
中
房
地
区
出
土
例
よ
り
も
ひ
と
回
り
大
き
く
仕
上
げ
て
お
り
、
大
き

さ
を
調
節
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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2

平
城
宮
瓦
編
年
第
W
期
（
天
平
宝
字
元
（
七
五
七
）
年
～
神
護
景
雲
年
間
（
七
七
〇
年
ご

　
第
W
期
に
は
皿
式
と
V
式
の
製
作
が
新
た
に
始
ま
る
。
興
福
春
所
用
と
さ
れ
る
V
式
は
天
平
宝
字
年
間
に
製
作
が
開
始
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
皿
式
は
西
大
寺
・
薬
師
寺
・
唐
招
提
寺
で
の
み
出
土
し
て
お
り
、
天
平
神
護
年
間
（
七
六
五
～
七
六
六
年
）
か
ら
神
護
景
雲
年

間
（
七
六
七
～
七
七
〇
年
）
に
か
け
て
の
西
大
寺
の
創
建
時
に
製
作
が
開
始
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

南
都
七
大
寺
中
華
の
鬼
瓦
　
　
唐
招
提
寺
南
大
門
出
土
例
（
第
1
2
図
8
）
は
三
・
○
α
咀
贈
り
部
分
を
切
り
残
し
て
い
る
が
、
薬
師
寺
出
土
の
脚
部

資
料
（
第
1
2
図
9
）
と
合
わ
せ
考
え
る
と
、
下
り
の
規
定
・
現
状
と
も
縦
長
半
円
形
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
唐
招
提
寺
南
大
門
出
土
例
の

曲
り
の
切
り
残
し
部
分
は
一
段
高
く
な
っ
て
お
り
、
規
定
方
法
は
凸
型
A
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
側
辺
部
分
に
は
外
形
に
沿
っ
て
面
心
㎝



前
後
の
低
い
直
立
縁
が
廻
る
。
そ
の
外
縁
は
頂
部
に
か
け
て
さ
ら
に
低
く
な
る
と
同
時
に
幅
を
増
し
、
最
大
で
幅
五
・
一
㎝
の
平
坦
面
を
形
成

し
て
い
る
。
挟
り
部
分
の
切
り
残
し
と
合
わ
せ
る
と
、
本
体
長
は
お
よ
そ
八
㎝
延
長
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
突
出
度
の
低
い
外
縁
が
連
続

し
て
鬼
瓦
の
頂
部
に
平
坦
面
を
作
る
と
い
う
手
法
は
、
よ
り
大
き
な
延
長
を
可
能
に
す
る
た
め
に
航
し
く
考
案
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
唐
招
提

寺
境
内
の
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
二
点
の
破
片
資
料
は
珠
文
帯
外
側
の
平
坦
部
を
ほ
と
ん
ど
切
り
落
と
し
、
南
大
門
跡
出
土
例
と
比
べ
て
ひ
と

回
り
小
さ
く
仕
上
げ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
、
同
～
型
式
の
鬼
瓦
の
中
で
も
大
小
を
区
別
し
て
仕
上
げ
た
事
実
を
示
す
こ
と
は
、
既
に
指
摘
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
〔
橿
考
研
～
九
九
五
〕
。

南
都
七
大
等
V
式
の
鬼
瓦
　
　
南
都
七
大
寺
式
の
中
で
も
、
V
式
の
出
土
は
非
常
に
少
な
い
。
V
式
A
は
興
福
寺
や
そ
の
供
給
瓦
窯
で
あ
る
荒
子

瓦
窯
で
出
土
す
る
た
め
、
興
福
寺
所
用
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
脚
部
の
残
る
個
体
が
な
い
の
で
、
扶
り
の
形
態
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
が
、

い
ず
れ
も
上
歯
の
下
に
二
㎝
ほ
ど
刷
り
の
規
定
部
分
を
切
り
残
し
て
お
り
、
規
定
方
法
は
凸
型
A
と
わ
か
る
。
ま
た
、
外
形
に
沿
っ
て
平
坦
部

が
め
ぐ
る
が
、
出
土
地
不
詳
の
個
体
（
第
1
2
図
1
3
）
の
平
坦
部
外
側
に
直
立
縁
の
外
縁
を
切
り
取
っ
た
痕
跡
が
み
え
る
た
め
、
外
縁
を
持
た
な

い
個
体
に
つ
い
て
は
、
外
縁
を
切
り
落
と
し
て
短
縮
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
V
式
B
は
伝
興
福
寺
出
土
の
一
点
を
数
え
る
の
み
で
あ
る
（
第
1
2

図
1
4
）
。
両
脚
部
を
欠
く
上
に
、
盗
り
部
分
を
箔
の
規
定
通
り
に
切
り
取
っ
て
い
る
た
め
、
重
り
の
形
態
や
規
定
方
法
は
不
明
で
あ
る
が
、
文

様
の
共
通
性
と
出
土
位
置
の
一
致
か
ら
、
基
本
的
に
V
式
A
と
同
様
と
考
え
た
い
。
延
長
・
短
縮
が
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

奈良疇代の鬼面文鬼瓦（山nd石Fコ）

3

南
都
七
大
寺
式
鬼
瓦
の
各
要
棄
の
様
相

　
南
都
七
大
寺
式
鬼
瓦
に
お
け
る
捕
り
の
形
態
・
規
定
方
法
及
び
大
き
さ
の
調
節
方
法
な
ど
、
瓦
葺
技
術
に
直
接
関
わ
る
諸
様
相
の
変
遷
を
ま

　
　
　
　
　
⑨

と
め
る
と
表
3
の
よ
う
に
な
る
。
第
m
期
の
東
大
寺
造
営
を
契
機
と
し
て
現
れ
た
王
式
で
は
、
箔
の
段
階
で
縦
長
半
円
形
の
濁
り
を
規
定
し
、

そ
れ
以
外
の
形
態
の
照
り
を
持
つ
鬼
瓦
は
作
ら
れ
な
い
。
以
降
、
南
都
七
大
寺
式
は
溜
り
の
規
定
及
び
形
態
の
い
ず
れ
も
縦
長
半
円
形
で
統
一

さ
れ
る
。
ま
た
、
1
式
の
段
階
に
、
訣
り
部
分
や
脚
部
下
端
の
無
文
部
分
だ
け
で
な
く
、
珠
玉
帯
の
外
側
の
平
坦
部
や
外
縁
を
切
り
残
し
た
り
、
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切
り
落
と
し
た
り
す
る
こ
と
で
鬼
瓦
の
大
き
さ
を
調
節
す
る
と
い
う
新
し
い
技
法
が
編
み
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
逸
り
の
規
定
方
法
も
、
凸
型
B

と
い
う
新
し
い
方
法
を
採
用
す
る
。
1
式
よ
り
や
や
遅
れ
て
、
法
隆
寺
・
興
福
寺
な
ど
奈
良
時
代
前
期
に
は
平
城
宮
式
の
供
給
を
受
け
て
い
た

寺
で
も
、
南
都
七
大
寺
式
鬼
瓦
の
製
作
を
始
め
る
。
延
長
・
短
縮
の
技
法
を
理
解
せ
ず
に
1
式
を
模
し
た
E
式
は
、
南
都
七
大
寺
式
の
中
で
も

独
特
の
様
相
を
呈
す
る
が
、
W
式
は
王
式
同
様
に
縦
長
半
円
形
の
擦
り
の
形
状
・
規
定
方
法
や
大
き
さ
の
調
節
方
法
を
採
用
し
て
い
る
。
第
W

期
に
な
っ
て
製
作
が
始
ま
る
廿
里
・
V
式
も
ま
た
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
挟
り
の
規
定
方
法
は
、
1
式
の
凸
型
B
に
対
し
て
、
皿
式
・
W

式
・
V
式
は
凸
型
A
を
採
る
。
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①
本
来
、
南
都
七
大
寺
な
ど
寺
院
の
造
営
は
平
城
宮
の
造
営
と
無
関
係
で
あ
り
、

　
平
城
宮
瓦
編
年
の
蒔
期
区
分
に
当
て
は
め
る
必
要
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
平
城

　
宮
式
鬼
瓦
と
の
関
係
を
明
確
に
す
る
た
め
に
あ
え
て
平
城
宮
瓦
編
年
の
時
期
区
分

　
を
使
画
す
る
。

②
外
縁
を
持
た
な
い
個
体
の
な
か
に
は
平
坦
面
外
側
の
外
縁
部
分
を
切
り
落
と
し

　
た
も
の
も
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
具
体
例
は
後
述
す
る
。
た
だ
し
、
出
土
数
が
少

　
な
く
、
苑
に
お
け
る
外
縁
の
有
無
を
認
定
す
る
に
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

③
本
来
、
平
城
宮
式
鬼
瓦
に
対
応
す
る
分
類
と
し
て
は
、
寺
ご
と
の
鬼
瓦
の
分
類

　
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
南
都
七
大
寺
式
鬼
瓦
の
出
土
数
が
限
ら
れ
て
い

　
る
現
状
で
は
、
南
都
七
大
寺
式
と
い
う
枠
で
検
討
を
行
う
。

④
工
式
3
3
は
山
城
国
分
寺
所
用
と
さ
れ
、
〔
中
井
一
九
九
七
〕
で
新
た
に
設
定
さ

　
れ
た
。
し
か
し
、
爾
都
七
大
雪
で
は
出
土
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
割

　
愛
す
る
。
各
．
要
素
は
基
本
的
に
1
式
恥
・
1
式
8
2
と
同
様
で
あ
る
。

⑤
W
式
の
年
代
を
大
安
寺
式
軒
瓦
と
の
関
連
か
ら
天
平
勝
宝
年
間
に
引
き
上
げ
る

　
考
え
が
出
さ
れ
て
お
り
〔
中
井
～
九
九
七
〕
、
前
述
の
通
り
、
本
稿
も
こ
の
考
え

　
に
従
っ
て
い
る
。

⑥
脚
部
下
端
の
外
側
隅
を
は
つ
っ
て
い
る
こ
と
も
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
隅
鬼
で

　
あ
っ
た
可
能
牲
が
高
い
。

⑦
毛
利
光
分
類
で
は
、
大
型
品
の
W
式
A
と
小
型
品
の
W
式
B
と
に
細
分
し
て
い

　
る
。
後
者
は
、
W
式
A
に
酷
似
し
て
い
る
が
窪
ん
だ
眉
を
持
ち
、
珠
文
の
周
囲
は

　
環
状
に
窪
む
、
や
や
特
異
な
図
像
で
あ
る
。
後
に
、
中
井
分
類
で
は
、
毛
利
光
分

　
類
の
W
式
B
を
W
式
圖
と
し
、
珠
文
周
囲
の
環
状
の
窪
み
を
持
た
ず
、
珠
文
帯
が

　
紫
白
で
画
さ
れ
、
か
つ
側
辺
と
上
辺
の
問
が
属
評
し
、
角
を
持
つ
も
の
を
W
式
3
2

　
と
細
分
し
た
。
さ
ら
に
申
井
は
、
W
式
翫
と
W
式
3
2
を
そ
れ
ぞ
れ
眉
が
窪
ん
だ
も

　
の
と
突
出
す
る
も
の
の
二
種
類
に
細
分
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
箔
の
彫
り
直
し
に

　
よ
る
変
化
で
あ
り
、
挟
り
の
形
態
・
規
定
方
法
は
変
化
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

　
る
の
で
、
本
稿
で
は
W
式
恥
と
W
式
翫
ま
で
の
型
式
分
類
を
使
用
す
る
。

⑧
大
安
寺
で
は
、
W
式
A
は
発
掘
調
査
で
出
土
し
な
い
と
い
う
〔
中
井
｝
九
九

　
七
〕
。
W
式
は
、
各
地
に
波
及
す
る
と
い
う
点
で
南
都
七
大
寺
式
鬼
瓦
の
中
で
際

　
立
つ
存
在
で
あ
る
が
〔
毛
利
光
一
九
八
○
〕
、
分
布
が
散
ら
ば
る
こ
と
か
ら
、
ど

　
の
寺
院
で
創
出
さ
れ
、
か
つ
主
体
的
に
製
作
・
使
用
さ
れ
て
い
た
の
か
は
現
時
点

　
で
不
明
で
あ
る
。
軒
瓦
に
比
べ
て
、
鬼
瓦
は
文
様
の
要
素
が
多
く
か
つ
大
き
い
た

　
め
、
破
片
資
料
で
は
同
範
関
係
が
確
定
で
き
な
い
も
の
が
多
い
。
各
地
で
W
式
A

　
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
が
伝
大
安
寺
出
土
例
と
同
範
で
あ
る
か
は
今
後
の
検
討
課



　
題
で
あ
る
。

⑨
南
都
七
大
寺
式
鬼
瓦
は
平
城
宮
式
鬼
瓦
と
異
な
り
、
大
き
さ
の
調
節
に
自
由
が

　
利
く
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
鬼
瓦
の
大
き
さ
を
　
つ
の
値
で
は
表
せ
な
い

た
め
、
鬼
面
・
巻
毛
・
珠
文
帯
か
ら
な
る
文
様
部
の
大
き
さ
、

の
最
小
の
大
き
さ
を
表
記
す
る
こ
と
と
す
る
。

換
言
す
れ
ば
鬼
瓦

第
五
章
　
鬼
瓦
と
屋
根
構
造

　
第
三
章
・
第
四
章
で
は
、
平
城
宮
式
鬼
瓦
と
南
都
七
大
寺
式
鬼
瓦
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
挟
り
の
形
態
・
規
定
方
法
及
び
大
き
さ
の
調
節

方
法
な
ど
鬼
瓦
を
据
え
る
技
術
に
直
接
関
わ
る
諸
様
相
を
通
観
し
た
。
こ
こ
で
は
見
出
さ
れ
た
事
実
の
も
つ
意
味
に
つ
い
て
考
え
る
。

奈良時代の鬼面文鬼瓦（脚一石pa）

1

挟
り
の
形
態
の
変
遷
と
意
義

　
測
り
の
形
態
の
変
遷
に
は
二
つ
の
画
期
を
設
定
で
き
た
。
ま
ず
一
つ
は
、
平
城
宮
式
鬼
瓦
に
お
け
る
第
H
期
で
あ
る
。
鬼
面
文
鬼
瓦
が
初
め

て
創
出
さ
れ
た
第
三
期
は
半
円
形
の
挟
り
を
持
つ
鬼
瓦
の
み
が
製
作
さ
れ
た
の
に
対
し
、
第
∬
期
に
な
る
と
、
打
ち
欠
き
や
切
り
取
り
に
よ
っ

て
成
形
さ
れ
た
横
長
半
円
形
の
扶
り
を
持
つ
小
型
の
鬼
瓦
や
、
脚
部
を
延
長
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
形
さ
れ
る
縦
長
半
円
形
の
謀
り
を
持
つ
大

型
の
鬼
瓦
が
新
た
に
作
ら
れ
始
め
、
諮
り
の
形
態
に
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
現
れ
た
。
第
二
は
東
大
寺
造
営
に
あ
わ
せ
て
南
都
七
大
寺
式
鬼
瓦
の

製
作
が
開
始
さ
れ
た
第
穿
下
で
あ
る
。
南
都
七
大
寺
工
式
で
は
、
箔
の
段
階
で
縦
長
半
円
形
の
論
り
を
規
定
し
、
そ
れ
以
外
の
形
態
の
樵
り
を

持
つ
鬼
瓦
は
作
ら
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
た
。
以
降
、
南
都
七
大
寺
式
は
挟
り
の
形
態
は
縦
長
半
円
形
で
統
一
さ
れ
た
。

　
奈
良
時
代
以
前
の
蓮
華
文
鬼
瓦
や
初
期
の
鬼
面
文
鬼
瓦
を
み
る
限
り
、
挟
り
の
初
現
形
態
が
半
円
形
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
ず
、

挟
り
の
形
態
が
持
つ
意
味
、
す
な
わ
ち
横
長
半
円
形
・
縦
長
半
円
形
の
出
現
理
由
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
隅
棟
・
降
棟
専
用
の
挟
り
の
形
態
を
持
つ
飛
鳥
・
白
鳳
時
代
の
鬼
瓦
と
異
な
り
、
挟
り
が
縦
長
半
円
形
・
横
長
半
円
形
を
含
め
た
半
円
形
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

昇
り
で
統
一
さ
れ
て
い
る
奈
良
時
代
の
鬼
瓦
は
ど
の
棟
に
据
え
て
あ
っ
た
か
を
即
断
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
挟
り
に
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②

丸
瓦
を
は
め
込
ま
な
い
降
棟
を
除
い
た
大
棟
と
隅
棟
に
お
い
て
は
、
挟
り
に
は
め
込
ま
れ
る
瓦
の
形
態
の
差
異
、
換
言
す
れ
ば
鬼
瓦
が
据
え
ら

れ
る
状
況
の
差
異
が
、
挟
り
の
形
態
の
差
異
と
な
っ
て
表
れ
て
い
る
と
考
え
た
い
。
以
下
で
は
、
鬼
瓦
が
据
え
ら
れ
る
状
況
に
つ
い
て
旦
四
体
的

に
復
原
を
試
み
る
。
し
か
し
、
瓦
は
普
通
何
度
も
葺
き
替
え
る
の
で
、
現
存
す
る
古
建
築
か
ら
古
代
の
鬼
瓦
の
据
え
方
を
直
接
知
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ
る
。
古
代
の
据
え
方
は
古
代
の
建
築
模
型
や
、
半
円
形
・
縦
長
半
円
形
・
横
長
半
円
形
の
繋
り
が
併
存
す
る
中
・
近
世
の
鬼
瓦
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

し
て
現
在
の
鬼
瓦
の
据
え
方
を
参
考
に
す
る
。

　
横
長
半
円
形
の
挟
り

　
横
長
半
円
形
の
挟
り
が
使
用
さ
れ
た
理
由
と
し
て
二
案
を
検
討
し
た
い
。

一
つ
目
は
、
近
・
現
代
の
横
長
半
円
形
の
弄
り
を
持
つ
鬼
瓦
と
同
様
、
隅
棟
の
二
の
鬼
に
使
用
さ
れ
た
と
す
る
案
で
あ
る
。
し
か
し
、
古
代
建

築
を
か
な
り
細
部
ま
で
忠
実
に
表
現
し
て
い
る
法
隆
寺
の
玉
虫
厨
子
、
元
興
寺
極
楽
坊
や
壷
鐙
王
寺
の
五
重
小
戸
、
各
地
の
動
輪
に
は
二
の
鬼

の
表
現
は
一
切
な
い
。
加
え
て
、
横
長
半
円
形
の
挾
り
を
持
つ
平
城
宮
式
の
多
く
は
小
型
、
稀
に
中
型
で
、
中
枢
部
に
分
布
し
な
い
型
式
に
限

ら
れ
る
。
小
規
模
な
建
物
に
使
用
す
る
鬼
瓦
に
し
か
横
長
半
円
形
の
締
り
が
採
用
さ
れ
な
い
点
、
官
衙
地
区
と
い
っ
た
周
辺
地
区
に
多
く
分
布

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

す
る
点
は
、
二
の
鬼
を
持
つ
棟
が
持
た
な
い
棟
よ
り
も
一
般
的
に
格
が
上
で
あ
る
こ
と
と
矛
盾
す
る
の
で
、
横
長

半
円
形
の
扶
り
は
二
の
鬼
の
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　
も
う
一
案
は
小
型
ゆ
え
に
発
生
す
る
理
由
で
あ
る
。
横
長
半
円
形
の
挟
り
に
は
、
先
述
の
と
お
り
、
焼
成
後
の

打
ち
欠
き
に
よ
る
も
の
と
焼
成
前
の
切
り
取
り
に
よ
る
も
の
と
が
あ
る
が
、
前
者
は
歪
面
に
据
え
る
際
に
何
ら
か

の
事
情
で
他
の
瓦
と
あ
た
る
部
分
を
打
ち
欠
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
小
型
の
鬼
瓦
で
あ
る
が
ゆ
え

に
治
り
の
弧
が
は
め
込
む
丸
瓦
の
弧
よ
り
小
さ
く
、
箔
が
規
定
す
る
重
り
の
形
態
で
は
丸
瓦
を
は
め
込
め
な
い
と

い
う
状
況
が
生
じ
た
た
め
、
脚
部
下
端
の
角
を
打
ち
欠
い
て
挟
り
の
弧
を
拡
大
し
た
の
で
あ
ろ
う
（
第
1
3
図
）
。
つ

ま
り
、
据
え
位
置
と
は
無
関
係
で
、
小
型
の
鬼
瓦
を
う
ま
く
据
え
る
た
め
に
工
夫
さ
れ
た
結
果
、
生
み
出
さ
れ
た

半円形の盛り

第13図

横長半円形の扶

配りの形態と丸瓦の孤の関係
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奈良時代の鬼面文鬼瓦（岩戸）

挟
り
の
形
態
と
捉
え
た
い
。
そ
う
し
た
挟
り
が
小
さ
い
と
い
う
不
備
を
瓦

工
が
あ
ら
か
じ
め
承
知
し
て
い
た
場
合
に
は
、
焼
成
以
前
に
横
長
半
円
形

に
切
り
取
っ
て
扶
り
を
成
形
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
特
に
小
型
の

鬼
瓦
が
作
ら
れ
な
か
っ
た
南
都
七
大
寺
式
に
横
長
半
円
形
の
挟
り
が
な
い

点
も
、
横
長
半
円
形
が
小
型
品
特
有
の
扶
り
の
形
態
で
あ
っ
た
こ
と
を
傍

証
し
よ
う
。

　
縦
長
半
円
形
の
挟
り

　
平
城
宮
式
W
式
の
初
現
形
態
を
見
る
限
り
、
縦
長
半
円
形
の
挟
り
は
脚

部
長
を
延
長
す
る
こ
と
を
最
大
の
目
的
と
し
て
考
案
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
脚
部
長
の
延
長
が
必
要
な
状
況
と
し
て
、
隅
鬼
の
脚
部
を
平
瓦
の
上

に
置
い
て
据
え
る
場
合
と
、
棟
鬼
を
据
え
る
場
合
（
第
1
4
図
）
と
が
可
能

性
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
ど
ち
ら
の
場
合
も
、
半
円
形
の
痴
り
を
持
つ
鬼

瓦
を
据
え
る
と
脚
部
下
端
が
浮
い
て
不
安
定
で
あ
る
。
縦
長
半
円
形
の
取

り
の
方
が
半
円
形
の
挟
り
に
比
べ
、
据
え
た
時
の
安
定
性
が
増
す
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

利
点
、
棟
積
み
の
過
程
に
お
い
て
も
固
定
し
や
す
い
と
い
う
利
点
を
想
定

で
き
る
。
大
棟
に
関
し
て
は
、
重
層
入
母
屋
造
り
と
い
っ
た
格
の
高
い
大

規
模
な
建
物
に
は
鵬
尾
の
使
用
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
切
妻
造
り
・
寄
棟

造
り
・
単
層
入
母
屋
造
り
へ
の
使
用
が
想
定
で
き
る
。
大
棟
・
隅
棟
ど
ち

ら
に
も
、
半
円
形
の
扶
り
を
持
つ
鬼
瓦
の
据
え
付
け
が
不
可
能
な
わ
け
で

大棟；二棟

一

半円形

　　　　　　　　　　縦長半円形

第14図　隅棟・大棟に据えた半円形・縦長半円形の挟り
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は
な
い
が
、
安
定
性
・
見
栄
え
・
瓦
葺
作
業
上
の
利
便
性
と
い
っ
た
面
か
ら
、
よ
り
有
利
な
快
り
の
形
態
と
し
て
縦
長
半
円
形
が
考
案
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
第
三
章
・
第
四
章
で
み
た
よ
う
に
、
平
城
宮
式
と
南
都
七
大
寺
式
と
で
は
縦
長
半
円
形
の
挟
り
の
あ
り
方
に
差
異
が
あ
っ
た
。
す

な
わ
ち
、
平
城
宮
式
で
は
縦
長
半
円
形
の
扶
り
が
特
殊
な
形
態
と
し
て
大
型
の
鬼
瓦
に
限
っ
て
存
在
し
た
の
に
対
し
、
南
都
七
大
寺
式
で
は
三

種
類
の
悟
り
の
形
態
の
う
ち
縦
長
半
円
形
が
基
本
形
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。
こ
の
差
異
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
解
釈
で
き
る
。
平
城

宮
式
で
は
半
円
形
の
挟
り
が
基
本
形
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
中
枢
部
の
建
物
に
使
用
す
る
大
型
の
鬼
瓦
に
つ
い
て
は
、
使
用
位
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

に
よ
っ
て
生
じ
る
必
要
に
応
じ
て
縦
長
半
円
形
の
挟
り
を
持
つ
も
の
を
製
作
し
た
。
大
型
ゆ
え
に
よ
り
安
定
性
が
求
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。
た
だ
、
平
城
宮
式
全
体
で
は
半
円
形
の
挟
り
を
持
つ
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
か
ら
、
平
城
宮
式
で
は
縦
長
半
円
形
の
亘
り
は
大

棟
・
隅
棟
両
方
に
で
は
な
く
、
安
定
性
が
よ
り
高
く
求
め
ら
れ
る
大
棟
に
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
時
期
に
製
作
が
開
始
さ
れ
、
官
衙

地
区
に
多
く
分
布
す
る
∬
式
の
鬼
瓦
に
縦
長
半
円
形
の
猛
り
が
存
在
し
な
い
の
は
、
建
物
の
格
が
低
く
、
中
枢
部
ほ
ど
厳
密
に
鬼
瓦
を
使
い
分

け
な
か
っ
た
た
め
、
も
し
く
は
、
大
棟
に
縦
長
半
円
形
の
扶
り
を
持
つ
鬼
瓦
を
必
要
と
す
る
瓦
葺
建
物
が
中
枢
部
よ
り
も
少
な
く
、
雨
皮
葺
建

物
が
多
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
檜
皮
葺
屋
根
の
大
棟
を
瓦
で
覆
う
甕
棟
・
炭
斗
棟
の
場
合
、
普
通
半
円
形
も
し
く
は
横
長
半
円
形
の
挟
り
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

持
つ
鬼
瓦
を
使
う
と
い
う
。
そ
れ
に
対
し
、
南
都
七
大
嵜
式
で
は
屋
根
構
造
や
棟
の
種
類
に
関
わ
ら
ず
、
瓦
屋
根
の
大
棟
・
隅
棟
双
方
に
対
応

で
き
る
縦
長
半
円
形
を
挟
り
の
形
態
の
基
本
型
と
し
て
採
用
し
た
と
捉
え
ら
れ
る
。

2

挟
り
の
規
定
方
法
の
変
遷

　
挟
り
の
規
定
方
法
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
っ
た
型
式
も
少
な
く
な
い
が
、
現
状
の
資
料
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

　
第
三
章
・
第
四
章
で
み
て
き
た
諸
型
式
の
様
相
を
ま
と
め
る
と
、
織
り
の
規
定
方
法
の
変
遷
に
は
三
つ
の
画
期
が
認
め
ら
れ
る
の
ま
ず
、
鬼

面
文
鬼
瓦
の
初
現
で
あ
る
平
城
宮
－
式
で
は
細
り
部
分
が
一
段
低
い
凹
型
の
規
定
方
法
が
採
ら
れ
て
い
た
が
、
H
式
・
W
式
で
は
凸
型
A
に
変
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化
す
る
。
こ
れ
が
第
一
の
画
期
で
あ
る
。
次
に
、
南
都
七
大
寺
式
鬼
瓦
の
噛
矢
と
な
る
、
1
式
の
創
出
に
伴
う
凸
型
B
の
登
場
が
第
二
の
画
期

と
捉
え
ら
れ
る
。
第
三
の
画
期
は
、
1
式
に
遅
れ
て
製
作
が
始
ま
る
他
の
南
都
七
大
寺
式
鬼
瓦
に
お
い
て
、
凸
型
B
で
は
な
く
、
凸
型
A
が
一

斉
に
採
用
さ
れ
た
こ
と
に
見
出
さ
れ
る
。

　
凹
型
は
、
箔
に
お
い
て
挟
り
の
規
定
部
分
に
は
手
を
加
え
ず
に
彫
り
残
す
こ
と
に
な
り
、
箔
を
製
作
す
る
側
か
ら
み
る
と
、
最
も
簡
単
で
単

純
な
方
法
で
あ
る
。
一
方
、
凸
型
A
は
凹
型
と
逆
に
、
箔
に
お
い
て
得
り
の
規
定
部
分
を
彫
り
窪
め
る
。
凹
型
に
比
べ
れ
ば
製
作
に
か
か
る
手

間
は
増
え
る
こ
と
に
な
る
。
凹
型
か
ら
凸
型
A
へ
の
変
化
は
製
作
の
簡
便
化
と
は
逆
行
す
る
動
き
で
あ
り
、
工
人
が
省
力
化
と
は
別
の
意
図
を

も
っ
て
罵
り
の
規
定
方
法
を
変
更
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
凸
型
A
と
い
う
方
法
は
、
鬼
瓦
の
延
長
と
い
う
発
想
が
生
ま
れ
た

際
に
、
謀
り
部
分
を
大
き
く
切
り
残
す
場
合
に
も
凸
部
を
削
り
落
と
し
さ
え
ず
れ
ば
文
様
を
損
ね
る
こ
と
な
く
、
ま
た
切
り
残
し
部
分
に
大
き

な
段
差
が
つ
く
こ
と
な
く
本
体
長
を
延
長
で
き
る
と
い
う
利
点
が
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
凸
型
A
の
採
用
に
お
い
て
工
人
の
意
図
し
た
と
こ
ろ
で

あ
ろ
う
。
こ
の
視
点
で
凸
型
B
の
箔
の
製
作
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
の
方
法
は
去
り
部
分
と
文
様
部
分
の
境
界
を
わ
ず
か
に
彫
り
窪
め
れ
ば
よ

い
の
で
、
箔
を
彫
り
窪
め
る
部
分
は
格
段
に
小
さ
い
。
し
た
が
っ
て
、
凸
型
B
は
凸
型
A
の
利
点
を
残
し
つ
つ
、
箔
の
製
作
も
ま
た
簡
便
に
す

る
た
め
改
良
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
改
良
型
と
考
え
ら
れ
る
凸
型
B
は
、
文
様
な
ど
の
面
で
非
常
に
共
通
性
の
高
い
1
式
以
外
の

南
都
七
大
寺
式
に
は
採
用
さ
れ
ず
、
そ
の
具
体
的
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

　
量
り
の
規
定
方
法
が
変
化
す
る
理
由
が
、
こ
こ
に
述
べ
た
事
柄
の
み
に
起
因
す
る
か
に
つ
い
て
は
な
お
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
、
奈
良
時

代
以
前
に
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
挟
り
の
規
定
と
い
う
技
術
が
南
都
七
大
寺
式
に
も
採
用
さ
れ
る
こ
と
、
平
城
宮
式
で
既
に
創
出
・
採
用
さ
れ

て
い
た
凸
型
A
を
、
平
城
宮
式
と
系
統
を
異
に
す
る
南
都
七
大
寺
式
鬼
瓦
が
採
用
す
る
背
景
に
は
、
平
城
宮
式
鬼
瓦
の
製
作
者
か
ら
南
都
七
大

寺
式
鬼
瓦
の
製
作
者
へ
の
情
報
の
波
及
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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3

大
き
さ
の
調
節
方
法
の
変
遷

　
鬼
瓦
を
異
な
る
棟
端
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
る
工
夫
は
鬼
面
文
鬼
瓦
の
出
現
当
初
か
ら
存
在
し
た
。
平
城
宮
式
鬼
瓦
で
は
一
型
事
ご
と
に
同
じ

文
様
も
し
く
は
同
じ
系
統
の
文
様
の
箔
を
、
大
小
二
な
い
し
三
種
類
作
る
と
い
う
方
法
を
共
通
し
て
採
用
し
て
い
る
。
こ
の
方
法
の
存
在
そ
の

も
の
が
、
棟
の
種
類
や
建
物
の
規
模
に
合
わ
せ
て
大
き
さ
の
異
な
る
鬼
瓦
を
使
い
分
け
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
も
う
一
つ
が
、
同
じ
箔

で
作
る
鬼
瓦
の
大
き
さ
自
体
を
、
棟
の
種
類
や
建
物
の
規
模
に
合
わ
せ
て
調
節
す
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
鬼
瓦
の
大
き
さ
・
外
形
・
挟
り
の

形
態
は
箔
の
製
作
段
階
で
既
に
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
箔
が
規
定
す
る
位
置
よ
り
も
上
方
ま
た
は
下
方
に
廃
り
の
位
置
を
変
え
て
し
ま

う
こ
と
で
、
鬼
瓦
の
本
体
長
を
調
節
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
本
体
長
を
ど
の
程
度
調
節
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
亘
り
部
分
を
鬼
瓦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

本
体
か
ら
切
り
取
る
段
階
、
つ
ま
り
は
焼
成
以
前
の
段
階
で
決
定
さ
れ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
南
都
七
大
毒
H
式
を
除
い
て
、
平
城
宮
式
・
南
都
七
大
寺
式
い
ず
れ
の
型
式
で
も
鬼
瓦
の
大
き
さ
は
調
節
さ
れ
た
が
、
そ
の
方
法
は
か
な
り

異
な
っ
て
い
た
。
平
城
宮
式
鬼
瓦
は
外
縁
を
持
つ
た
め
、
延
長
の
場
合
は
下
方
の
遮
り
部
分
や
脚
部
下
端
の
無
文
部
分
を
切
り
残
す
方
法
が
、

短
縮
の
場
合
は
遮
り
を
規
定
よ
り
も
上
方
に
移
す
方
法
、
つ
ま
り
、
鬼
面
の
口
や
鼻
下
ま
で
挟
り
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
文
様
部
分
を
も
縮

め
る
方
法
が
採
ら
れ
た
。
一
方
、
南
都
七
大
寺
式
鬼
瓦
で
は
基
本
的
に
外
縁
や
平
坦
部
を
切
り
残
す
程
度
に
よ
っ
て
大
き
さ
を
調
節
し
た
。
つ

ま
り
、
南
都
七
大
寺
式
鬼
瓦
で
は
鬼
面
・
巻
毛
・
珠
文
帯
か
ら
な
る
文
様
部
分
が
最
小
の
パ
タ
ー
ン
と
な
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
、
そ
れ
よ
り
も

小
さ
く
短
縮
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
鬼
瓦
の
大
き
さ
の
調
節
を
外
縁
や
平
坦
部
と
い
っ
た
周
辺
部
分
で
集
約
し
て
行
う
と
い
う
方
法
の
考

案
は
、
文
様
部
分
を
欠
損
せ
ず
に
よ
り
自
由
な
大
き
さ
を
得
ら
れ
る
点
で
技
術
の
改
良
と
い
え
よ
う
。

4
　
技
術
改
良
の
背
景

こ
れ
ま
で
奈
良
時
代
の
鬼
面
文
鬼
瓦
に
つ
い
て
、
第
－
期
と
第
星
章
を
画
期
と
し
て
、
様
々
な
棟
の
種
類
や
棟
端
の
大
き
さ
に
鬼
瓦
を
適
応
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さ
せ
る
技
術
に
、
段
階
的
に
改
良
が
加
え
ら
れ
て
き
た
経
緯
を
述
べ
て
き
た
。
特
に
、
第
H
期
は
鬼
瓦
を
据
え
る
た
め
に
必
要
な
技
術
に
と
っ

て
大
き
な
画
期
で
あ
っ
た
。
第
－
期
前
半
に
は
聖
武
天
皇
の
即
位
に
向
け
て
宮
内
の
新
造
・
改
造
が
強
く
推
進
さ
れ
、
藤
原
武
智
麻
呂
を
下
心

に
造
営
組
織
が
新
都
の
造
営
体
制
並
み
に
拡
充
・
重
層
化
さ
れ
、
「
特
別
な
造
営
体
制
」
が
と
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
聖
武
天
皇
即
位
後
も
新
た

に
置
か
れ
た
造
営
官
司
の
も
と
引
き
続
き
大
規
模
な
造
営
事
業
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
〔
岩
本
一
九
六
三
、
今
泉
一
九
八

三
〕
。
第
－
期
に
挟
り
の
形
態
や
文
様
な
ど
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
出
現
し
、
そ
の
使
い
分
け
が
な
さ
れ
る
こ
と
、
筑
構
造
が
変
化
す
る
こ
と

は
造
営
組
織
の
重
層
化
に
対
応
す
る
動
き
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
第
H
期
以
降
の
鬼
瓦
の
あ
り
方
は
、
鬼
瓦
製
作
に
お
け
る
焼
成
以
前
の
段
階

に
、
棟
端
の
大
き
さ
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、
ど
の
地
区
の
ど
の
よ
う
な
格
の
建
物
に
使
用
す
る
の
か
、
ど
の
棟
端
に
据
え
る
の
か
と
い
っ
た

細
か
い
建
物
仕
様
に
関
す
る
情
報
や
指
示
が
、
造
瓦
工
房
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
同
時
に
、
書
函
工
房
自
体
も
そ
う
し
た

情
報
・
指
示
を
受
け
、
か
つ
そ
れ
に
応
え
ら
れ
る
だ
け
の
成
熟
し
た
機
構
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
も
示
す
。
軒
瓦
に
つ
い
て
も
、
第

－
期
は
藤
原
宮
式
系
統
が
主
流
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
第
H
期
は
平
城
宮
独
自
の
文
様
が
発
達
し
、
面
当
文
様
も
多
様
化
す
る
。
そ
の
結
果
、

平
城
宮
で
製
作
・
使
用
さ
れ
た
軒
瓦
の
型
式
は
奈
良
時
代
を
通
じ
て
第
H
期
が
最
も
多
い
〔
奈
文
研
｝
九
七
五
〕
。
こ
の
状
況
は
鬼
瓦
と
基
本
的

に
同
様
で
あ
り
、
と
も
に
こ
う
し
た
造
営
組
織
の
重
層
化
の
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
直
り
に
注
目
す
る
と
、
平
城
宮
式
鬼
瓦
の
論
り
に
は
三
つ
の
形
態
が
あ
っ
た
が
、
扶
り
の
三
形
態
が
併
存
す
る
の
は
第
五
期

の
み
で
あ
っ
た
。
第
獲
期
以
降
は
縦
長
半
円
形
の
逸
り
を
持
つ
大
型
の
鬼
瓦
は
作
ら
れ
な
く
な
る
。
そ
れ
で
は
、
皿
期
以
降
は
葺
期
に
縦
長
半

円
形
の
挟
り
が
使
用
さ
れ
た
平
城
宮
中
枢
部
で
の
造
営
・
改
修
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
ま
た
、
大
型
の
鬼
瓦
を
必
要
と

し
な
い
ほ
ど
に
、
澱
期
以
降
の
造
営
は
小
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
第
皿
期
は
恭
仁
宮
・
紫
香
楽
宮
・
難
波
宮
へ
の
遷
都
を
終
え

て
平
城
宮
に
還
遷
し
た
時
期
で
あ
り
、
大
規
模
な
造
営
工
事
が
行
わ
れ
た
と
想
定
で
き
る
。
第
W
期
は
「
大
宮
改
修
」
「
平
城
宮
改
作
」
「
東
回

玉
殿
」
竣
工
の
記
事
か
ら
、
中
枢
部
に
ま
で
及
ぶ
規
模
の
造
営
や
改
修
が
進
め
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
毛
利
光
編
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

に
し
た
が
っ
た
各
型
式
の
出
土
数
比
（
表
4
・
第
1
5
図
）
は
、
そ
う
し
た
状
況
と
全
く
矛
盾
す
る
よ
う
に
み
え
る
。
第
王
期
が
創
建
段
階
で
あ
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表4　平城宮出土平城宮式鬼瓦型式別出土数

型式
破片数
i点）

破片比
i％）

破片総重量

@（kg）

完形重量
@（kg）

重量換算櫃

ﾌ数（点）

重量換算個

ﾌ数比（％

工A 204 39．6 253．61 玉0．75 23．60 35．3

IB… 81 15．7 85．42 8．90 9．60 14．4

HAl 47 9．ユ 嘆2．47 13．78 3．08 4．6

∬B1 41 7．9 37．53 4．10 1．88 2．8

UA2 15 2．9 23．87 12．70 9．15 13．7

1VA 45 8．7 8L81 21．55 3．80 5．7

IVB 17 3．3 40．10 1L20 3．58 5．4

盤A 38 7．4 61．53 9．50 6．48 9．7

VA 10 L9 ll．79 8．50 1．39 2．1

VB 7 1．4 12．55 4．23 2．97 4．5

VIA 5 1．0 9．30 〈18．0＞ 0．52 0．8

VIB 6 1．2 4．00 〈6．0＞ 0．67 1．0

計 516 100．0 663．98 66．72 100．0

〈　〉　はそ夏屑弱直

　　　　　　　破片数比
　　　IV期　週期
　　　11点　5硝
　　　2，096　11．0％

舞）蕪
　　　　　　　（総数516点）

　　　　　　重最換算健体数比
　田期　　　IV期
10，84点　　1．19点

三6．396　　　三．896

　　　　　　　　（総数516点）

第15図　毛利光編年による平

　　　　二宮式鬼瓦の時期別

　　　　出土数頼

る
た
め
に
そ
の
時
期
に
属
す
る
鬼
瓦
の
個
体
数
が
多
い
と
い
う
の
は
納
得
で
き
る
が
、

そ
の
後
の
第
豆
期
、
第
蟹
期
、
第
W
期
、
出
土
数
が
少
な
い
た
め
割
愛
し
た
第
V
期
の

出
土
数
比
が
、
時
期
が
下
る
に
つ
れ
て
激
減
し
て
い
く
状
況
は
文
献
の
記
事
と
矛
盾
し
、

こ
れ
ま
で
の
時
間
的
認
識
で
は
理
解
で
き
な
い
。
一
方
、
軒
瓦
で
は
第
W
期
は
や
や
型

式
数
が
少
な
い
も
の
の
、
第
皿
期
は
平
城
宮
特
有
の
文
様
を
持
つ
軒
瓦
が
多
種
類
作
ら

れ
る
状
況
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
〔
奈
文
学
一
九
七
五
〕
、
鬼
瓦
と
様
相
を
異
に
す
る
。

　
こ
れ
は
鬼
瓦
と
軒
瓦
の
編
年
に
つ
い
て
大
き
な
差
異
が
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
。
軒

瓦
は
一
つ
の
屋
根
に
葺
く
数
が
鬼
瓦
と
比
べ
て
格
段
に
多
く
、
一
つ
の
箔
で
製
作
さ
れ

る
数
も
心
様
に
多
い
。
つ
ま
り
、
か
な
り
速
い
ペ
ー
ス
で
箔
が
新
調
さ
れ
た
り
、
老
朽

化
し
た
箔
が
彫
り
直
さ
れ
た
り
す
る
た
め
、
製
作
開
始
年
代
と
製
作
終
了
年
代
と
の
時

間
幅
は
短
い
。
し
た
が
っ
て
、
軒
瓦
は
年
代
決
定
に
有
効
と
さ
れ
て
き
た
。
一
方
、
鬼

瓦
は
一
つ
の
箔
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
る
数
が
軒
瓦
と
比
べ
て
は
る
か
に
少
な
く
、
箔
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

新
調
や
彫
り
直
し
の
必
要
性
は
よ
り
少
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
る

と
、
従
前
の
毛
利
光
編
年
は
鬼
瓦
の
出
現
時
期
す
な
わ
ち
製
作
開
始
年
代
を
示
す
も
の

で
あ
っ
て
、
鬼
瓦
が
使
用
さ
れ
て
い
た
期
間
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
平
城

宮
－
式
で
あ
れ
ば
、
製
作
が
開
始
さ
れ
た
第
－
期
以
降
も
引
き
続
い
て
製
作
は
続
け
ら

れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
平
城
宮
式
の
中
で
も
後
の
段
階
に
編
年
さ
れ
る
も
の
ほ

ど
、
出
土
比
率
つ
ま
り
製
作
数
が
少
な
く
、
早
い
段
階
の
鬼
瓦
と
大
き
な
差
を
生
ん
だ

こ
と
は
鬼
瓦
の
製
作
期
間
の
差
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
古
い
型
式
の
鬼
瓦
ほ
ど
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奈良時代の鬼面文鬼瓦（岩戸）

外
縁
の
断
面
形
態
や
厚
さ
な
ど
、
製
作
者
や
製
作
年
代
の
違
い
を
反
映
し
や
す
い
要
素
に
お
い
て
一
型
式
の
中
で
大
き
な
ば
ら
つ
き
が
あ
っ
た

　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

こ
と
も
、
鬼
瓦
の
製
作
期
間
の
長
さ
を
傍
証
し
て
い
よ
う
。

　
以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
つ
ま
り
、
半
円
形
の
詣
り
の
み
を
持
ち
、
延
長
・
短
縮
の
不
可
能
な
第
－
期
の
鬼
瓦
を
補
う
た
め
に
第
－
期
の
鬼
瓦

の
箔
が
作
ら
れ
、
第
皿
期
以
降
も
第
－
期
・
第
豆
期
の
鬼
瓦
を
補
完
す
る
形
で
新
た
な
箔
に
よ
る
鬼
瓦
が
製
作
さ
れ
て
い
っ
た
と
み
る
こ
と
が

で
き
る
。
な
お
、
第
二
期
に
製
作
が
開
始
さ
れ
た
鬼
瓦
が
第
H
期
以
前
の
も
の
と
は
異
な
る
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
を
持
つ
こ
と
は
、
檜
皮
葺
建
物

の
大
棟
で
あ
る
蔓
棟
や
慶
斗
棟
専
用
の
鬼
瓦
の
必
要
性
が
生
じ
、
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
の
製
品
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
て

は
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

　
南
都
七
大
寺
式
鬼
瓦
は
、
造
東
大
寺
司
の
も
と
で
各
寺
院
に
所
属
す
る
工
房
が
製
作
す
る
と
い
う
点
で
、
造
宮
省
な
ど
の
造
営
官
司
が
～
貫

し
て
製
作
す
る
平
城
宮
式
鬼
瓦
と
は
異
な
る
製
作
環
境
に
あ
っ
た
。
鬼
瓦
自
体
も
そ
の
鬼
面
文
や
固
定
方
法
、
論
り
の
形
態
及
び
大
き
さ
の
調

節
方
法
と
い
っ
た
属
性
は
平
城
宮
式
と
い
線
を
画
す
。
し
か
し
、
東
大
寺
造
営
時
に
出
現
し
た
南
都
七
大
寺
式
鬼
瓦
の
優
り
の
形
態
や
大
き
さ

の
調
節
方
法
は
、
第
H
期
に
平
城
宮
式
に
お
い
て
考
案
さ
れ
た
技
法
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
効
率
的
な
も
の
を
目
指
し
た
改
良
の
結
果
と
捉
え
ら

れ
る
。
技
術
改
良
と
い
う
点
で
、
そ
の
出
現
を
も
っ
て
巫
期
に
一
つ
の
画
期
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
箔
づ
く
り
の
南
都
七
大

寺
式
鬼
瓦
が
自
由
に
大
き
さ
を
調
節
し
て
製
作
さ
れ
て
い
た
状
況
は
、
建
物
規
模
や
棟
の
種
類
・
規
模
に
応
じ
た
細
か
い
指
示
に
対
応
し
て
い

た
第
H
期
の
平
城
宮
式
鬼
瓦
の
状
況
と
同
様
で
あ
っ
た
。

　
一
方
、
平
城
宮
式
鬼
瓦
で
生
み
出
さ
れ
た
「
延
長
・
短
縮
」
の
発
想
が
H
式
以
外
の
南
都
七
大
寺
式
鬼
瓦
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
、
挟

り
の
規
定
方
法
に
お
い
て
、
南
都
七
大
寺
式
鬼
瓦
の
初
現
型
式
で
は
南
都
七
大
寺
式
独
自
の
凸
型
B
が
開
発
さ
れ
な
が
ら
も
、
1
式
の
後
に
製

作
が
開
始
さ
れ
る
各
型
式
は
平
城
宮
式
鬼
瓦
が
採
用
し
て
い
た
凸
型
A
を
採
用
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
は
、
平
城
宮
式
鬼
瓦
と
南
都
七
大
寺
式
鬼

瓦
の
製
作
者
間
、
ま
た
南
都
七
大
寺
の
各
寺
院
で
の
製
作
者
間
に
お
い
て
、
鬼
瓦
と
棟
積
み
に
関
し
て
の
情
報
や
、
鬼
瓦
の
製
作
技
術
に
関
し

て
の
最
新
の
情
報
が
や
り
と
り
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。
八
世
紀
に
な
る
と
官
寺
級
の
寺
院
の
軒
瓦
の
文
様
は
、
律
令
国
家
の
統
制
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が
行
き
届
い
た
結
果
、
中
央
官
衙
系
瓦
屋
の
影
響
を
強
く
受
け
た
も
の
が
主
流
に
至
る
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
〔
上
原
一
九
八
六
〕
。
八

世
紀
前
半
段
階
の
南
都
七
大
寺
に
は
平
城
宮
式
鬼
瓦
が
搬
入
さ
れ
て
い
た
が
、
八
世
紀
申
頃
に
な
る
と
平
城
宮
と
は
別
系
統
の
工
人
集
団
が
組

織
さ
れ
、
寺
院
独
自
の
鬼
瓦
と
し
て
南
都
七
大
寺
式
鬼
瓦
の
製
作
を
始
め
る
。
そ
の
結
果
、
平
城
宮
式
鬼
瓦
搬
入
と
い
う
直
接
的
な
情
報
の
波

及
は
途
切
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
製
作
技
術
や
建
築
技
術
、
瓦
葺
技
術
に
関
わ
る
情
報
は
、
そ
の
後
も
一
貫
し
て
寺
院
の
造
営
組
織
に
伝
え
ら

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
寺
院
の
造
営
に
は
、
軒
瓦
と
群
肝
に
律
令
国
家
の
統
制
と
そ
れ
に
伴
う
申
央
官
衙
系
の
技
術
者
集
団
の
関
与
が
あ
り
、

軒
瓦
の
文
様
だ
け
で
は
な
く
総
体
的
に
技
術
が
波
及
し
て
い
た
状
況
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
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①
瓦
葺
屋
根
の
基
本
的
形
態
と
し
て
、
切
妻
造
り
・
寄
棟
造
り
・
入
鍵
盤
造
り
が

　
あ
る
。
大
棟
・
降
練
・
晒
棟
の
三
種
類
の
棟
を
持
つ
入
母
量
造
り
（
第
1
図
）
、

　
三
種
類
の
う
ち
隅
棟
が
な
い
切
妻
造
り
、
降
棟
が
な
い
寄
棟
造
り
と
、
そ
れ
ぞ
れ

　
鬼
瓦
を
据
え
る
棟
の
数
が
異
な
る
。
瓦
は
再
利
用
さ
れ
る
の
で
、
倒
壊
状
態
で
瓦

　
屋
根
が
検
出
さ
れ
な
い
限
り
、
鬼
瓦
の
出
土
数
を
そ
の
ま
ま
棟
の
数
に
当
て
は
め

　
て
崖
下
構
造
を
復
原
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

②
第
二
章
註
①
参
照

③
こ
う
し
た
比
較
検
討
の
際
に
は
、
瓦
葺
技
術
は
基
本
的
に
そ
の
変
化
が
緩
や
か

　
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
前
提
が
必
要
で
あ
る
。
野
地
の
発
生
、
二
の
鬼
の
発
生
、

　
桟
瓦
葺
の
開
始
な
ど
瓦
葺
技
術
に
は
古
代
か
ら
現
代
ま
で
い
く
つ
か
の
画
期
が
あ

　
つ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
し
た
大
き
な
変
化
に
注
意
を
払
う
必
要
は
あ
る
が
、
後

　
述
す
る
古
代
の
建
築
模
型
を
み
て
も
前
述
の
点
以
外
に
現
在
の
本
瓦
葺
と
そ
れ
ほ

　
ど
大
き
な
差
異
は
み
て
取
れ
な
い
。
そ
れ
を
根
拠
に
、
奈
良
時
代
以
降
現
在
に
至

　
る
ま
で
の
瓦
葺
技
術
も
古
代
の
瓦
葺
技
術
を
復
原
す
る
上
で
参
考
に
な
る
と
い
う

　
立
場
を
と
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
中
国
・
朝
鮮
・
日
本
の
古
代
瓦
鋒
技
術
と
の
関
係
が

　
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
中
国
・
朝
鮮
に
お
け
る
現
在
の
瓦
葺
技
術
は
基
本
的
に

　
参
考
に
し
な
い
。
た
だ
し
、
同
時
代
資
料
で
あ
る
古
代
の
絵
画
資
料
・
明
器
な
ど

　
の
屋
根
表
現
に
つ
い
て
は
参
考
に
し
た
い
。

　
　
ま
た
、
中
国
・
朝
鮮
か
ら
伝
わ
っ
た
B
本
古
代
の
瓦
葺
技
術
は
、
当
時
の
最
新

　
技
術
と
し
て
位
儘
付
け
ら
れ
る
。
平
城
宮
だ
け
で
な
く
、
平
城
京
内
と
そ
の
周
辺

　
の
春
々
の
造
営
や
修
理
に
は
造
東
大
寺
司
の
よ
う
な
官
営
機
構
が
工
事
に
携
わ
っ

　
て
お
り
、
瓦
鋒
屋
根
の
基
本
的
構
造
、
特
に
鬼
瓦
の
使
用
に
直
接
関
わ
る
棟
構
造

　
は
平
城
宮
と
南
都
七
大
寺
と
で
は
大
き
な
差
は
な
か
っ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

④
現
在
行
わ
れ
る
棟
積
み
の
際
に
は
、
ま
ず
鬼
瓦
を
立
て
て
か
ら
炭
斗
瓦
を
積
む

　
と
い
う
方
法
が
採
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
工
法
が
古
代
に
も
遡
る
と
い
う
仮
定
に
た

　
つ
と
、
棟
積
み
が
行
わ
れ
る
間
、
鬼
瓦
を
安
定
し
て
立
て
て
お
く
必
要
が
生
じ
、

　
よ
り
縦
長
半
円
形
の
重
り
の
利
点
は
増
す
。

⑤
第
王
難
註
⑥
で
述
べ
た
よ
う
に
、
平
城
宮
笙
茨
大
極
殿
院
で
本
体
長
と
脚
部

　
長
を
延
長
し
た
平
城
宮
W
式
A
と
延
長
を
し
な
い
同
式
の
鬼
瓦
の
両
者
が
埋
土
し

　
て
い
る
。
こ
の
両
者
の
う
ち
、
前
者
が
縦
長
半
円
形
の
挟
り
、
後
者
が
半
円
形
の

　
透
り
を
持
つ
こ
と
は
、
大
き
さ
だ
け
で
な
く
扶
り
の
形
態
に
よ
っ
て
も
使
い
分
け

　
て
い
た
こ
と
を
表
し
て
お
り
、
大
き
さ
の
調
節
と
至
り
の
形
態
が
相
関
す
る
可
能

　
性
も
考
え
ら
れ
る
。

⑥
檜
皮
葺
職
人
の
友
井
社
寺
・
友
井
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
と
、
槍
皮
で
は
緩
や
か



　
な
曲
線
し
か
作
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
棟
に
お
け
る
二
つ
の
屋
根
面
の
角
度

　
も
緩
や
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
縦
畏
半
円
形
の
隠
り
部
分
を
檜
皮

　
が
塞
ぐ
こ
と
は
不
可
能
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

⑦
焼
成
後
に
大
き
く
打
ち
欠
く
こ
と
で
本
体
長
を
短
縮
す
る
例
が
平
城
宮
式
鬼
瓦

　
の
中
に
わ
ず
か
に
あ
る
。
設
計
と
仕
様
の
問
に
鯉
齢
が
生
じ
た
結
果
と
考
え
ら
れ

　
る
が
、
こ
う
し
た
中
に
鬼
瓦
の
再
利
用
に
よ
る
も
の
が
含
ま
れ
る
可
能
性
も
考
え

　
ら
れ
る
。

⑧
鬼
瓦
の
出
土
数
比
は
こ
れ
ま
で
破
片
数
が
用
い
ら
れ
て
き
た
〔
毛
利
光
一
九
八

　
O
〕
。
し
か
し
、
鬼
瓦
の
大
き
さ
・
厚
さ
は
型
式
や
個
体
ご
と
に
ば
ら
つ
き
が
あ

　
り
、
破
片
数
比
は
誤
差
を
含
む
。
そ
の
た
め
、
平
均
の
厚
さ
に
補
正
し
た
破
片
重

　
量
の
総
計
を
完
形
品
一
個
体
あ
た
り
の
重
量
で
割
っ
て
得
た
重
量
換
算
個
体
数
、

　
お
よ
び
そ
の
比
を
今
回
使
用
し
た
。
た
だ
、
出
土
の
少
な
い
型
式
の
完
形
品
重
量

　
は
復
原
値
に
よ
る
た
め
、
誤
差
を
あ
る
程
度
含
む
こ
と
は
避
け
れ
な
か
っ
た
が
、

　
破
片
数
比
も
併
記
し
て
矛
盾
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

⑨
　
第
四
牽
註
⑦
で
述
べ
た
眉
部
分
を
彫
り
直
し
た
南
都
七
大
寺
W
式
3
2
の
ほ
か
、

　
平
城
宮
且
式
恥
に
お
い
て
も
眉
部
分
の
苑
を
彫
り
直
し
た
例
が
あ
る
が
、
範
傷
が

　
特
に
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
い
ず
れ
も
文
様
の
変
更
の
た
め
で
あ
り
、

　
籠
が
老
朽
化
し
た
た
め
で
は
な
い
と
判
断
す
る
。

⑩
デ
ー
タ
に
関
し
て
は
紙
幅
の
関
係
上
、
本
稿
で
は
劇
愛
す
る
。

⑪
し
た
が
っ
て
、
鬼
瓦
を
年
代
決
定
に
利
用
す
る
場
合
、
年
代
の
下
限
を
決
め
る

　
こ
と
は
軒
瓦
に
比
べ
て
困
難
で
あ
り
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

お
　
わ
　
り
　
に

奈良時代の鬼面文鬼瓦（岩戸）

　
本
稿
で
は
畿
内
、
そ
れ
も
平
城
宮
と
南
都
七
大
寺
と
い
う
極
め
て
限
定
さ
れ
た
地
域
を
中
心
に
使
用
さ
れ
て
い
た
鬼
瓦
を
対
象
に
、
そ
の
挟

り
の
形
態
・
成
形
方
法
と
大
き
さ
の
調
節
方
法
に
着
目
し
て
、
技
術
的
変
遷
と
そ
の
も
つ
意
味
を
明
ら
か
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、
奈
良
時
代
に

箔
で
大
量
生
産
す
る
よ
う
に
な
っ
た
鬼
瓦
は
、
異
な
る
種
類
や
規
模
の
棟
に
合
わ
せ
て
葺
く
た
め
に
、
そ
の
時
代
を
通
じ
て
段
階
的
に
技
術
改

良
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
造
営
組
織
の
拡
充
が
、
異
な
る
建
物
の
格
や
規
模
、
棟
の
種
類
な
ど
に
関
す
る
細
か
な
情
報
を
造
瓦
工
房
に
与
え
る
こ

と
に
つ
な
が
り
、
か
つ
造
瓦
工
房
が
そ
れ
に
応
え
得
る
も
の
に
な
っ
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
平
城
宮
式
に
お
い
て
考
案
さ
れ
た
新
技
術
が
、

系
統
を
異
に
す
る
南
都
七
大
寺
式
に
も
採
用
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
両
型
式
の
製
作
者
間
に
お
い
て
情
報
交
換
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、

の
諸
点
で
あ
る
。
今
後
、
こ
の
よ
う
な
畿
内
中
枢
で
の
様
相
を
ふ
ま
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
技
術
史
的
な
観
点
か
ら
の
中
央
と
地
方
の

関
係
や
日
本
と
朝
鮮
の
技
術
交
流
な
ど
の
検
討
も
可
能
に
な
ろ
う
。
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考
古
学
で
は
過
去
の
建
物
に
つ
い
て
、
平
面
形
や
配
置
と
い
っ
た
遺
構
か
ら
直
接
的
に
読
み
取
れ
る
も
の
に
対
し
て
様
々
な
分
析
や
検
討
を

加
え
る
こ
と
は
多
か
っ
た
が
、
屋
根
構
造
や
屋
根
景
観
と
い
っ
た
現
存
し
な
い
も
の
を
遺
物
か
ら
合
理
的
に
復
原
し
、
そ
れ
に
考
察
を
加
え
る

と
い
う
研
究
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
屋
根
構
造
や
屋
根
景
観
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
は
建
築
史
学
者
、
時
に
は
瓦

職
人
に
よ
る
成
果
に
依
拠
し
て
き
た
。
本
稿
に
お
い
て
も
、
建
築
史
学
の
成
果
を
参
考
に
し
た
り
、
鬼
瓦
職
人
や
奏
上
葺
職
人
に
御
教
示
頂
い

た
知
識
を
援
用
し
た
り
し
た
部
分
は
多
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
残
さ
れ
た
「
モ
ノ
」
を
扱
う
考
古
学
の
特
長
を
生
か
し
た
検
討
に
よ
っ
て
こ
そ

得
ら
れ
る
新
知
見
も
あ
り
得
る
だ
ろ
う
。
そ
う
し
て
得
ら
れ
た
考
古
学
の
成
果
を
、
建
築
史
学
の
成
果
や
瓦
職
人
の
論
理
と
総
合
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
古
代
の
建
築
技
術
に
関
す
る
技
術
史
的
側
面
を
、
ひ
い
て
は
古
代
社
会
の
～
側
面
を
新
た
な
視
点
か
ら
明
ら
か
に
で
き
る
可
能
性
が

あ
る
。
本
稿
が
そ
う
し
た
可
能
性
に
向
け
た
考
古
学
か
ら
の
一
つ
の
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
な
り
得
る
こ
と
を
願
う
。
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本
稿
は
一
九
九
七
年
度
に
卒
業
論
文
と
し
て
大
阪
大
学
文
学
部
に
提
幽
し
た
も
の

に
加
筆
・
修
正
を
施
し
た
も
の
で
す
。
本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
、
卒
業
論
文

作
成
時
に
は
大
阪
大
学
文
学
部
の
都
出
比
呂
志
教
授
・
福
永
伸
哉
助
教
授
に
、
修
正

作
業
時
に
は
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
の
上
原
質
入
教
授
に
懇
切
な
御
指
導
を

賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
奈
文
型
・
毛
利
光
俊
溶
炉
、
同
・
清
野
孝
之
氏
、
京
都
市
埋

蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
・
堀
大
輔
氏
、
瓦
宇
工
業
所
・
小
林
章
男
氏
、
山
本
瓦
工

業
・
山
本
清
一
氏
、
友
井
社
寺
・
友
井
氏
の
各
氏
に
も
御
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。

資
料
調
査
で
は
、
唐
招
提
寺
、
東
大
寺
、
東
野
治
之
氏
、
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査

セ
ン
タ
ー
、
総
隈
研
平
城
富
跡
発
掘
調
査
部
考
古
第
王
調
査
室
、
前
園
実
知
雄
氏
の

各
位
に
御
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
京
都
大
学
考
古
学
研
究
室
∴
尽
都
大
学
埋
蔵
文
化

財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
み
な
さ
ま
に
は
常
々
御
助
雷
・
御
遊
帯
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

末
尾
に
な
り
ま
し
た
が
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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－
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叫
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板
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瓦
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仏
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叢
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京
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瓦
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瓦
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瓦
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古
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瓦
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興
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九
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九
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邦
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瓦
に
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い
て
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考
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学
雑
誌
臨

　
　
　
　
第
二
九
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第
五
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日
本
考
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学
会

坪
井
利
弘
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九
七
六
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日
本
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屋
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工
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坪
井
利
弘
　
　
一
九
八
一
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の
瓦
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統
の
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工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
社

帝
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物
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一
九
三
七
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天
平
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』

天
理
参
考
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（
天
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大
学
附
属
天
理
参
考
館
）
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九
九
〇
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理
ギ
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ラ
り
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第
八
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圓
展
　
古
代
の
鬼
瓦
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本
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朝
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天
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井
　
公
　
　
一
九
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大
安
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式
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瓦
の
年
代
」
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田
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生
古
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田
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会
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編
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四
　
　
『
重
要
文
化
財
東
大
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二
月
堂
仏
餉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
屋
修
理
工
事
報
告
書
』
奈
良
県
教
育
委
員
会

奈
良
博
（
奈
良
国
立
博
物
館
）
編
　
一
九
九
三
　
　
四
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
・
照
図
版
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
録
』
考
古
篇
仏
教
考
古

奈
文
研
（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
）
　
一
九
七
五
　
　
『
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
基
準
資
料
H
瓦
編
2
解
説
撫

要
文
研
　
一
九
七
五
　
　
『
平
城
宮
発
掘
調
査
報
告
班
　
平
城
京
左
京
一
条
三
坊
の
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
査
幅
（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
学
報
第
二
王
冊
）

奈
文
研
　
一
九
九
三
　
　
「
汐
　
鬼
瓦
」
噸
平
城
宮
発
掘
調
査
報
告
X
W
匝
（
奈
良
国
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
化
財
研
究
所
測
立
四
十
周
年
記
念
学
報
第
五
　
冊
）

奈
文
研
・
奈
良
県
教
育
委
員
会
　
一
九
九
〇
　
　
「
鬼
瓦
」
『
哲
隆
寺
発
掘
調
査
報
告
輪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
大
寺

橿
考
研
（
橿
原
考
古
学
研
究
所
）
　
一
九
九
〇
　
「
鬼
瓦
扁
　
　
『
麿
招
提
寺
防
災
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
設
工
事
・
発
掘
調
査
報
告
輪
　
唐
招
提
寺

前
田
清
彦
　
　
二
〇
〇
〇
　
　
「
東
海
地
方
の
古
代
の
鬼
瓦
と
そ
の
系
譜
嚥
署
…
河
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
十
目
十
三
号
　
三
河
考
古
学
談
話
会
編
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毛
利
光
俊
彦
　
一
九
八
O

藪
中
五
百
樹
　
一
九
九
七

山
本
忠
尚

山山
本本
忠忠
尚尚

山
本
忠
尚

一
九
七
九

九
九
五

九
八
四

一
九
九
八

「
日
本
古
代
の
鬼
面
文
鬼
瓦
－
八
世
紀
を
中
心
と
し
て

…
」
『
研
究
論
集
』
W
（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
学

報
第
三
八
冊
）
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

「
興
福
寺
式
軒
丸
瓦
と
鬼
瓦
製
作
技
法
の
研
究
」
噸
立

命
館
大
学
考
古
学
論
集
隔
－
　
立
命
館
大
学
考
古
学
論

集
刊
行
会

「
払
出
し
獣
肉
考
」
『
研
究
論
集
V
幅
（
奈
良
国
立
文
化

財
研
究
所
学
報
第
三
五
冊
）
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究

所
「
大
安
寺
の
屋
瓦
」
『
大
安
等
史
・
史
料
歴
　
大
安
寺

「
瓦
と
遮
珠
三
紋
」
『
文
化
財
論
叢
H
㎏
（
奈
良
国
立
文

化
財
研
究
所
創
立
四
〇
周
年
記
念
論
文
集
）
　
岡
朋
社

　
『
鬼
瓦
魅
（
日
本
の
美
術
十
二
　
恥
王
九
　
）
　
至
文

堂

図
版
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図
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坪
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3
図
〔
坪
井
一
九
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六
〕
閣
搬
を
改
変

第
1
2
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1
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帝
室
博
物
館
一
九
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図
版
m
の
4
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写
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ス

第
1
2
図
3
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帝
室
博
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館
｝
九
三
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図
版
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ス
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1
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室
博
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館
｝
九
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版
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図
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〔
ゆ
本
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九
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八
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1
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図
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ス

第
1
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図
9
〔
奈
文
研
一
九
八
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7
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を
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レ
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第
1
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図
1
0
〔
奈
文
研
一
九
七
五
〕
践
5
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を
ト
レ
ー
ス

第
1
2
図
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1
〔
奈
良
博
一
九
九
三
〕
（
六
）
鬼
瓦
　
2
を
写
真
ト
レ
ー
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第
1
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図
1
2
〔
天
理
参
考
館
　
九
九
〇
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3
5
を
写
真
ト
レ
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ス

第
1
2
図
1
3
〔
天
理
参
考
館
一
九
九
〇
〕
3
6
を
写
真
ト
レ
ー
ス

第
1
2
図
1
4
〔
小
川
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Demon－faced　Ridge－end　Tiles　of　the　Nara　Period

by

IwATo　Alci1〈o

　　In　the　Nara　period，　two　groups　of　DemoR－faced　ridge－end　tYes　usually　called

oni－gawara鬼瓦，飾加勿％平城宮Palace　style　and〈物吻訪ぽd吻f南都七大寺

seven　great　temples　style，・　were　used　in　and　around　the　capital．　They　were　the

first　ridge－end　tiles　mass　produced　by　molding．

　　Un£ll　now，　the　design　has　been　a　popu｝ar　subject　in　the　study　of　ridge－end　tiles．

But，　the　ridge－end　tiles　have　been　studied　less　than　eave　tiles，　flat　tiles，　or　round

tffes．　Therefore，　focusing　upon　the　functional　side　of　these　tifes，　which　is　yoofing，

might　provide　a　new　and　intriguing　standpoint　study．

　　Investigating　varieties　and　changes　of　fuRctional　features　will　reveal　the

developmental　process　in　Nara　pertod　tile　molding．　Such　functional　features　are

the　shape，　the　formation　of　the　hole　gouged　out　at　the　base，　and　the　ways　of　size

adjustment　for　the　various　kinds　or　sizes　of　ridges．　The　expansion　of

constructors’　organizations　can　be　one　reason　for　its　development．　lt　is　also

presumable　that　the　artisans　engaged　in　manufactuimg　the　ridge－eng　tYes　of

Hei’okyu　Palace　and　the　artisans　engaded　in　manufacturing　the　ride－end　tiles　of

Nantositt’dai’i　temples　somehow　in£eracted，　exchanging　information　about　the

latest　techniques．

The　Accession　of　Vespasian　and　the　East

by

KUWAYAMA　Tadafumi

　　The　uniqueness　of　Vespasian　is　seen　in　the　fact　that　he　was　the　only　emperor

rising　from　tlxe　East　in　tke　first　and　second　ceRturies．　From　this　point　of　view，

this　paper　examines　the　organization　of　the　Flavian　party　in　the　East　at　the　time　of

his　accessioR．
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